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日曜・祭日・月曜日を除く毎日

13～ 20時

平成 8年度年次晩餐会
橋本総理、新入会の大人とともに

■
大
盛
会
、
出
席
者
は
七
百
十
名

平
成
八
年
度
の
年
次
晩
餐
会
が
旧
ろ
う

七
日
、
東
京

ｏ
品
川
の
新
高
輪
プ
リ
ン
ス

ホ
テ
ル
国
際
館
パ
ミ
ー
ル
三
階
の
「北
辰
」

で
開
か
れ
た
。

マ
ナ
ス
ル
登
頂
四
十
周
年
記
念
と
銘
打

っ
て
開
か
れ
た
こ
の
晩
餐
会
に
は
、
内
閣

総
理
大
臣
と
し
て
公
務
多
忙
な
橋
本
龍
太

郎
会
員
が
、
新
入
会
員
の
久
美
子
夫
人
を

伴

っ
て
参
加
し
た
ほ
か
、
海
外
か
ら
は
中

村
テ
ル
、
薬
證
柴
両
名
誉
会
員
、
陳
守
珪
、

荘
再
博
、
Ｇ

ｏ
Ｓ

ｏ
パ
ウ
デ
ル
会
員
、
国

内
で
は
吉
沢

一
郎
名
誉
会
員
を
筆
頭
に
総

勢
七
百
十
名
の
会
員
が
出
席
し
た
。

冒
頭
、
病
気
療
養
中
の
村
木
潤
次
郎
会

長
に
代
わ
っ
て
挨
拶
に
立

っ
た
宮
下
秀
樹

副
会
長
は
、
会
の
現
況
報
告
の
あ
と
、
大

要
次
の
よ
う
に
述
べ
た
。

「
マ
ナ
ス
ル
登
山
の
意
義
に
つ
い
て
は
さ

ま
ざ
ま
語
ら
れ
て
い
る
が
、
私
も
先
ほ
ど

映
画
『
マ
ナ
ス
ル
に
立

つ
』
を
見
て
、
新

た
な
感
慨
を
覚
え
た
。　
一
昨
日
、
村
木
会

長
を
お
見
舞
い
し
た
際
に
、
〃
マ
ナ
ス
ル

は
大
衆
登
山
の
幕
開
け
と
い
わ
れ
る
こ
と

が
多
い
が
、
自
分
は
マ
ナ
ス
ル
登
山
は
大

学
山
岳
部
の
今
ま
で
や
っ
て
き
た
ヒ
マ
ラ

ヤ
人
生
、
終
生
だ
と
考
え
て
い
る
〃
と
い

う
話
を
さ
れ
た
。
本
日
そ
の
話
を
会
員
の

皆
さ
ん
に
し
た
か
っ
た
と
、
と
て
も
残
念

が
っ
て
お
ら
れ
た
。
私
も
映
画
を
見
て
ヽ

皆
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
に
、
自
分
に
と
っ
て
の

マ
ナ
ス
ル
は
…
…
、
と
い
う
も
の
が
あ
る

の
だ
と
思
っ
た
。

秩
父
宮
家
か
ら
、
亡
き
妃
殿
下
の
ご
遺

志
に
よ
り
、
金

一
千
万
円
が
ご
下
賜
さ
れ

て
い
る
。
現
在
別
立
て
で
積
み
立
て
て
あ

る
が
、
将
来
、
何
か
記
念
の
冠
を
い
た
だ

い
た
基
金
に
繰
り
入
れ
て
、
ご
遺
志
を
尊

重
し
た
い
と
検
討
中
だ
。

一
方
、
明
る
い
話
ば
か
り
で
な
く
、
悲

し
い
話
も
あ
る
。
ウ
ル
タ
ル
Ⅱ
峰
登
頂
後

Ａ
Ｂ
Ｃ
で
山
崎
彰
人
会
員
が
亡
く
な
ら
れ

(1)
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「自然を愛し、山に親じむ」
ミ
酒にも

″
ご満悦の橋本総理夫妻、右は宮下副会長 祝辞を述べるマテマ 。ネパール王国駐日大使

た
。
四
十
周
年
の
お
祝
い
を
や
っ
て
き
ま

す
よ
、
と
元
気
に
マ
ナ
ス
ル
に
出
か
け
た

小
西
政
継
会
員
は
、
登
頂
後
下
山
中
に
消

息
を
絶

っ
た
。
山
登
り
は
玄
関
の
敷
居
を

跨
ぐ
ま
で
、
と
言
い
古
さ
れ
た
言
葉
が
想

い
出
さ
れ
る
。

厳
し
い
シ
ー
ズ
ン
が
到
来
し
た
が
、
皆

さ
ん
ど
う
か
ご
自
愛
の
う
え
、
そ
れ
ぞ
れ

の
山
登
り
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
」

続
い
て
五
十
二
名
の
物
故
者
に
黙
蒔
。

今
年
の
新
名
誉
会
員
は
笠
原
藤
七

（欠
、

代
理

・
子
息
笠
原
健
二
郎
会
員
）、
富
田

健

一
（欠
）、
青
木
昇
、
木
下
是
雄
、
松

丸
秀
夫
、
川
喜
田
二
郎
、
黒
田
初
子
の
各

会
員
と
、
去
る
五
月
十
八
日
の
平
成
八
年

度
通
常
総
会
で
報
告
発
表
さ
れ
た
ク
リ

シ
ュ
ナ

ｏ
Ｂ

・
バ
ル
マ
会
員

（欠
）
で
あ

り
、
宮
下
副
会
長
か
ら
名
誉
会
員
章
が
手

渡
さ
れ
た
。
代
表
挨
拶
は
川
喜
田
新
名
誉

会
員
。

新
永
年
会
員
は
横
山
雪
男
、
赤
澤
清
明

（欠
）、
湯
浅
充
泰

（欠
）、
望
月
力
、
金

子
泰
助

（欠
）、
中
埜
愛
三

（欠
）、
村
山

雅
美
、
富
田
記

一

（欠
）、
中
尾
正
武
、

村
上
巌
の
各
会
員
で
、
同
じ
く
宮
下
副
会

長
か
ら
永
年
会
員
章
が
手
渡
さ
れ
た
。
代

表
挨
拶
は
横
山
新
永
年
会
員
。

■
マ
ナ
ス
ル
登
頂
四
十
周
年
を
記
念
し
て

ネ
パ
ー
ル
大
使
が
祝
辞

マ
ナ
ス
ル
登
頂
四
十
周
年
と
あ

っ
て
、

ゲ
ダ
ル
・バ
ク
タ
・
マ
テ

マ
。ネ
パ
ー
ル
王

国
駐
日
大
使
や
、
遠
征
時
の
後
援
社
と
し

て
毎
日
新
聞
社
か
ら
斎
藤
明
専
務
取
締
役
、

当
時
外
務
省
カ
ル
カ
ッ
タ
総
領
事

・
粕
谷

孝
夫
夫
人
、
槙
有
恒
隊
長
子
息
、
谷
口
現

吉

ｏ
小
原
勝
郎

ｏ
今
西
壽
雄

ｏ
千
谷
壮
之

助
各
隊
員
夫
人
、
辰
沼
廣
吉
隊
員
子
息
が

マ
ナ
ス
ル
関
係
者
と
し
て
招
待
さ
れ
、
紹

介
さ
れ
た
。
祝
辞
は
マ
テ
マ
大
使
と
斎
藤

専
務
。

指
名
を
受
け
た
橋
本
総
理
か
ら
は
、
会

員
と
し
て
ュ
ニ
ー
ク
な
ス
ピ
ー
チ
が
。

や
が
て
待
ち
に
待

っ
た
会
食
、
テ
ー
ブ

ル
歓
談
の
時
を
迎
え
た
が
、
名
山
名
を
付

し
た
六
十
五
の
テ
ー
ブ
ル
に
は
、
今
回
初

め
て
の
試
み
と
し
て
、
出
席
百
八
十
五
名

の
支
部
会
員
が
、
任
意
組
み
合
わ
せ
で
三

～
四
名
ず

つ
着
席
、
支
部
交
流
の
活
発
化

が
試
み
ら
れ
た
。

ま
た
故
今
西
壽
雄
名
誉
会
員
夫
人
か
ら

は
吟
醸
酒

（七
二
〇
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
）
の

差
し
入
れ
。
そ
の
ラ
ベ
ル
に
は

「自
然
を

愛
し
山
に
親
じ
む
　
今
西
壽
雄
」
と
墨
書

し
て
あ
っ
た
。

青
木
昇
新
名
誉
会
員
が

「
日
本
山
岳
会

の
ま
す
ま
す
の
発
展
と
、
ご
列
席
メ
ン
バ

ー
の
ご
多
幸
を
祈

っ
て
」
と
乾
杯
の
音
頭

を
と
り
、
会
食
に
入

っ
た
。

メ
ニ
ュ
ー
を
紹
介
す
る
と
、
「和
風
盛

り
合
せ
　
シ
ュ
リ
ン
プ
と
帆
立
貝
の
ミ
モ

ザ
風
　
イ
タ
リ
ア
ン
サ
ラ
ダ
　
サ
ー
モ
ン

の
ベ
ー
コ
ン
、
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
添
え

牛
フ
イ
レ
肉
の
ポ
ア
レ
ソ
ー
ス
シ
ャ
ス
ー

好評だった「お煎茶コーナー」

(2)

委員会・同好会活動をパネルで展示グッズコーナーも盛況
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「会員の皆様の る」とK2登山隊

ル
　
握
り
寿
司
卓
盛
り
　
木
の
子
蕎
麦

カ
ラ
メ
ル
風
味
の
ム
ー
ス
　
コ
ー
ヒ
ー
」

の
豪
華
版
。

こ
の
会
食
を
は
さ
ん
で
、
Ｋ
２
登
山
隊

一
九
九
六
の
隊
員
紹
介
、
新
入
会
員
紹
介

と
代
表
者
挨
拶
、
出
席
支
部
と
支
部
会
員

の
紹
介
が
行
わ
れ
た
。

出
席
会
員
の
会
場
内
歓
談
は
尽
き
る
こ

と
が
な
か
っ
た
が
、
や
が
て
定
刻
を
迎
え
、

参
会
者
は
名
残
を
惜
し
み
つ
つ
会
場
を
後

に
し
た
。
ネ
ー
ム
カ
ー
ド
と
交
換
し
た
紙

袋
に
は

「山
岳
九

一
年
」
と
と
も
に
、
先

の
吟
醸
酒

一
本
が
静
か
に
横
た
わ
っ
て
い

た
。な

お
、
晩
餐
会
に
先
立

っ
て
、
隣
接
の

「慶
雲
」
の
間
で
、
各
委
員
会
、
同
好
会

の
活
動
を
パ
ネ
ル
化
し
た
展
示
会
、
フ
ォ

ト
展
、
ス
ケ
ッ
チ
優
や
Ｋ
２

一
九
九
六
登

山
報
告
会
も
開
催
さ
れ
た
。

ま
た
、
簡
易
バ
ー
も
開
設
、
昨
年
好
評

の

「お
抹
茶
コ
ー
ナ
ー
」
は

「お
煎
茶
と

空
也
の
最
中
コ
ー
ナ
ー
」
に
新
装
開
店
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
グ
ッ
ズ
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
晩
餐

会
を
記
念
し
て
製
作
し
た

「長
袖
ポ
ロ
シ

ャ
ツ
」
や
マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
四
十
周
年
を

記
念
し
た

「
Ｔ
シ
ャ
ツ
」
が
好
調
に
売
上

を
延
ば
し
た
。

最
後
に
、
設
営
か
ら
運
営
に
苦
労
さ
れ

た
年
次
晩
餐
会
実
行
委
員
会
の
皆
さ
ん
に
、

紙
上
を
借
り
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（文

ｏ
会
報
編
集
委
員
　
高
田
員
哉

写
真

ｏ
同
　
伊
藤
　
敵
）

マ
ナ
ス
ル
初
登
頂
四
十
周
年

記
念
行
事
　
映
画
と
請
演

敗
戦
に
打
ち
ひ
し
が
れ
た
日
本
人
に
深

い
感
動
と
大
き
な
誇
り
を
与
え
た
マ
ナ
ス

ル
初
登
頂
、
今
年
で
四
十
周
年
を
迎
え
た
。

日
本
山
岳
会
で
は
、
毎
日
新
聞
社
の
後

援
の
も
と
、
年
次
晩
餐
会
に
先
立
ち
午
後

一
時
か
ら
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

「プ
リ

ン
ス
ル
ー
ム
」
で

一
般
、
会
員
約
五
百
名

を
集
め
、
映
画
と
講
演
の
会
を
開
催
し
た
。

会
場
に
は
当
時
の
隊
員
や
ご
家
族
の
姿

も
見
受
け
ら
れ
、
ま
た
入
り
口
付
近
で
は
、

マ
ナ
ス
ル
登
山
関
係
の
記
念
す
べ
き
数
々

の
品
、
写
真
パ
ネ
ル
も
展
示
さ
れ
、
当
時

を
偲
ぶ
会
員
た
ち
で
あ
ふ
れ
た
。

記
念
行
事
は
ま
ず
、
吉
永
財
務
担
当
理

事
の
司
会
に
よ
り
定
刻
通
り
、
記
録
映
画

「
マ
ナ
ス
ル
に
立

つ
」
が
上
映
さ
れ
た
。

・マ
ナ
ス
ル
は
標
高
八

一
二
五
メ
ー
ト
ル
、

世
界
第
八
位
の
処
女
峰
。
槙
有
恒
氏
を
隊

長
と
す
る
十
二
名
の
第
二
次
日
本
登
山
隊

に
よ
っ
て
、
昭
和
三
十

一
年
五
月
九
日
午

後
零
時
三
十
分
、
絶
頂
が
き
わ
め
ら
れ
た
。

映
画
は
途
中
フ
ィ
ル
ム
交
換
の
時
間
を

入
れ
て
約

一
時
間
四
十
五
分
。
監
督
山
本

嘉
次
郎
、
ナ
レ
ー
タ
ー
は
森
繁
久
爾
に
よ

る
当
時
の

一
大
ヒ
ッ
ト
作
品
。
雄
大
な
ヒ

マ
ラ
ヤ
の
大
自
然
の
中
に
繰
り
広
げ
ら
れ

る
人
間
の
ド
ラ
マ
が
そ
こ
に
あ
っ
た
。
今

は
亡
き
槙
隊
長
を
は
じ
め
各
隊
員
た
ち
若

マナスル初登頂40周年の記念講演をする日下田実会員
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き
日
の
勇
姿
が
現
れ
、
改
め
て
往
時
の
快

挙
が
偲
ば
れ
、
四
十
年
の
歴
史
の
重
さ
を

感
じ
さ
せ
た
。

約
十
分
間
の
休
憩
を
は
さ
ん
で
、
午
後

三
時
よ
り
登
頂
隊
員
日
下
田
実
氏
に
よ
る

講
演
が
行
わ
れ
た
。

日
下
田
氏
は
五
月
十

一
日
、
加
藤
喜

一

郎
隊
員
と
と
も
に
マ
ナ
ス
ル
山
頂
に
立

っ

た
第
二
次
登
頂
者
で
あ
り
、
現
在
は
栃
木

県
教
育
委
員
会
委
員
長
の
要
職
に
あ
る
。

講
演
は
約
二
十
分
、
要
旨
は
次
の
通
り
。

「私
は
驚
い
た
こ
と
に
登
頂
隊
員
に
選
ば

れ
、
幸
運
に
も
山
頂
に
立

っ
た
が
、
そ
れ

は
私

一
人
の
力
で
は
な
く
、
皆
の
力
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
。
頂
上
滞
在
時
間
は
約

一
時
間
か

一
時
間
半
だ
と
思
う
。
む
し
ろ

下
山
に
は
大
変
気
を
配
り
、
最
終
テ
ン
ト

を
き
れ
い
に
し
て
帰
っ
た
。
マ
ナ
ス
ル
登

山
の
成
功
は
槙
隊
長
の
人
柄
に
よ
る
と
こ

ろ
が
大
き
く
、
教
科
書
通
り
の
登
山
が
で

き
、
比
較
的
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
少
な
い
。
そ

れ
で
も
私
は
松
田
隊
員
と
と
も
に
当
時
二

十
五
歳
の
最
年
少
隊
員
で
食
料
を
担
当
、

槙
隊
長
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
の
話
、
ポ
カ
ラ

で
の
黒
豚
の
ト
ン
カ
ツ
は
有
名
で
あ
る
」

講
演
時
間
は
瞬
く
間
に
過
ぎ
た
が
、
当

時
を
知
る
中
高
年
に
は
貴
重
な
感
激
の
再

現
、
当
時
を
知
ら
な
い
若
者
に
も
マ
ナ
ス

ル
登
頂
の
意
義
の
重
さ
に
、
深
い
感
銘
を

与
え
た
。
（会
報
編
集
委
員

・
小
倉
　
厚
）

＊
記
念
展
覧
会
の
出
品
目
録
は
次
号
に
掲

載
し
ま
す
。

二
十

一
世
紀
ま
で
あ
と
四
年
。
未
来
の

話
を
し
よ
う
。

十
二
月
、
国
際
公
募
隊
を
組
織
し
て
い

る
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
ラ
ッ
セ
ル

ｏ
ブ

ラ
イ
ス
が
講
演
の
た
め
初
来
日
し
た
折
、

何
度
か
話
を
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。

ブ
ラ
イ
ス
は
、
七
十
年
代
か
ら
ヒ
マ
ラ

ヤ
に
通
い
つ
づ
け
、
ネ
パ
ー
ル
、
チ
ベ
ッ

ト
事
情
に
精
通
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
の

シ
ャ
モ
ニ
ー
に
住
ん
で
六
年
に
な
る
が
、

大
変
な
仕
事
人
間
だ
。
春
は
チ
ョ
モ
ラ
ン

マ
の
公
募
隊
を
組
織
し
、
夏
は
登
山
の
ガ

イ
ド
と
し
て
シ
ャ
モ
ニ
ー
で
仕
事
。
秋
は

再
び
チ
ベ
ッ
ト
に
戻

っ
て
チ
ョ
ー

・
オ
ユ

ー
公
募
登
山
の
指
揮
を
と
り
、
冬
は
無
論

シ
ャ
モ
ニ
ー
で
ス
キ
ー
の
ガ
イ
ド
、
だ
。

ブ
ラ
イ
ス
の
話
を
聞
い
て
い
る
と
、
顧

客
と
の
連
絡
な
ど
出
発
前
の
準
備
か
ら
現

地
で
必
要
な
物
資
の
手
配
、
輸
送
、
ベ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
の
設
営
、
ル
ー
ト
エ
作
の
手

順
な
ど
実
に
緻
密
な
ノ
ウ
ハ
ゥ
が
で
き
て

い
る
の
に
感
心
す
る
。
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
の

プ
ロ
と
は
、
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
の
力
量
、
指

導
力
だ
け
で
な
く
、
人
と
し
て
の
誠
実
さ
、

そ
し
て
相
当
の
事
務
能
力
も
兼
ね
備
え
て

い
な
い
と
な
れ
な
い
も
の
だ
。

ブ
ラ
イ
ス
の
場
合
、
と
り
わ
け
シ
ェ
ル

パ
と
の
関
係
を
大
事
に
し
て
い
る
の
が
わ

か

っ
た
。
優
れ
た
装
備
を
支
給
し
、
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
よ
く
し
、
信
頼
で
き

る
チ
ー
ム
を
作
り
上
げ
る
こ
と
に
力
を
惜

し
ま
な
い
。
高
峰
登
山
の
ガ
イ
ド
役
で
あ

る
シ
ェ
ル
パ
に
つ
い
て
の
こ
れ
ま
で
の
各

国
登
山
隊
た
ち
の
認
識
は
間
違

っ
て
い
る
、

と
い
う
の
が
彼
の
持
論
の
よ
う
で
、
将
来

は
よ
く
訓
練
さ
れ
た
シ
ェ
ル
パ
に
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
を
ま
か
せ
る
こ
と
が
あ

っ
て
も
い

い
、
と
い
う
。

登
山
や
ス
キ
ー
の
ガ
イ
ド
だ
け
で
は
な

い
。
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ

地
に
ロ
ッ
ジ
を
作
ろ
う
、
と
い
う
大
き
な

計
画
を
ブ
ラ
イ
ス
は
進
め
て
い
る
。
す
で

に
チ
ベ

ッ
ト
自
治
区
政
府
や
ベ
ー
ス
近
く

の
ロ
ン
ブ
ク
僧
院
な
ど
七
十
七
の
組
織
の

同
意
を
と
り

つ
け
た
、
と
四
十
四
歳
の
こ

の
登
山
家
は
、
書
類
の
束
を
見
せ
た
。

五
千
三
百
メ
ー
ト
ル
の
高
所
に
も
関
わ

ら
ず
、
チ

ョ
モ
ラ
ン
マ
の
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン

プ
に
は
ト
ラ
ッ
ク
か

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
、
ジ

ー
プ
で
乗
り

つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
。
高

度
障
害
の
こ
と
は
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
が
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
高
峰
の
中
で
も
こ
の

よ
う
な
条
件
に
恵
ま
れ
た
山
は
少
な
い
。

し
か
し
、
そ
こ
に
は
登
山
隊
の
テ
ン
ト

以
外
に
泊
ま
る
場
所
は
な
く
、
訪
れ
る
人

た
ち
は
、
小
さ
な
ホ
テ
ル
の
あ
る
テ
ィ
ン

り
や
シ
ュ
ガ
ー
ル
ま
で
何
時
間
も
か
け
て

下
り
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
国
側
連
絡

官
の
た
め
の
建
物
は
で
き
て
い
る
が
、
偉

大
な
風
景
を
こ
わ
す
か
も
し
れ
な
い
ホ
テ

ル
や
ロ
ッ
ジ
の
類
い
に
、
本
気
で
取
り
組

む
者
は
い
な
か
っ
た
。

ラ
ッ
セ
ル

・
ブ
ラ
イ
ス
は

「地
元
の
チ

ベ
ッ
ト
人
の
た
め
に
も
な
る
施
設
」
と
し

て
、
そ
れ
を
実
現
し
よ
う
、
と
考
え
た
。

チ
ョ
モ
ラ
ン
マ
北
壁
の
雄
大
な
眺
め
を

楽
し
め
る
四
十
数
床
の
快
適
な
ロ
ッ
ジ
と

い
う
だ
け
で
は
な
い
。
建
物
そ
の
も
の
を

景
観
に
溶
け
込
む
よ
う
チ
ベ
ッ
ト
様
式
の

控
え
目
な
も
の
と
し
、
診
療
所
、
自
動
車

整
備
な
ど
地
元
民
に
も
役
立

つ
機
能
を
も

つ
新
機
軸
の
施
設
に
す
る
予
定
だ
。

と
り
わ
け
、
汚
水
処
理
、
排
水
な
ど
衛

生
方
面
に
は
特
別
な
配
慮
を
施
す
。
ベ
ー

ス
キ
ャ
ン
プ
の
登
山
隊
の
ゴ
ミ
も
回
収
し

て
処
理
す
る
こ
と
も
計
画
の
う
ち
で
、
ロ

ッ
ジ
が
出
来
上
が
る
こ
と
で
、
チ
ョ
モ
ラ

ン
マ
山
麓
の
自
然
環
境
が
少
し
で
も
よ
く

な
る
こ
と
が
夢
だ
と
い
う
。

収
益
の

一
部
は
、
チ
ベ
ッ
ト
人
た
ち
に

還
元
す
る
そ
う
だ
。
自
然
の
中
へ
の
人
工

建
築
物
へ
の
批
判
が
叫
ば
れ
て
い
る
折
、

異
論
も
あ
ろ
う
が
、
こ
う
い
う
場
合
、
間

題
は
ど
ん
な
人
間
が
、
何
を
め
ざ
し
て
や

る
か
、
だ
。

順
調
に
ゆ
け
ば
、　
一
九
九
八
年
着
工
、

三
〇
〇
〇
年
に
は
開
業
し
た
い
、
と
い
う
。

53口Omの
ロッジ計画

江本嘉伸
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新
名
誉
会
員
を

こ
紹
介
し
ま
す

笠
原
藤
七

（会
員
番
号

一
〇
八
三
）

明
治
三
十
六
年
六
月
十
三
日
生
ま
れ
、

九
十
三
歳
。
戦
前
の
朝
鮮
、
台
湾
、
及
び

日
本
全
国
の
山
、
と
く
に
飯
豊
連
峰
を
含

む
越
後
周
辺
の
山
々
を
登
る
。
最
近
で
は

米
寿
を
記
念
し
て
平
ヶ
岳
に
登
頂
し
た
。

慶
応
大
学
登
高
会
会
員
。
著
書
に
『撫
林
』

『撫
林
　
私
の
山
旅
』
な
ど
。
感
想

「大

変
名
誉
に
存
じ
て
お
り
ま
す
」

富
田
健

一
（会
員
番
号

王
ハ
一
五
）

明
治
四
十

一
年
四
月
二
十
二
日
生
ま
れ
、

八
十
八
歳
。
雪
の
世
界
に
憧
れ
、
積
雪
と

雪
崩
研
究
の
た
め
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
入
会
。
樺
太
、

大
雪
の
ヌ
タ
ク
カ
ム
ウ
シ
ュ
ペ
、
十
勝
岳
、

八
甲
田
連
峰
ゝ
蔵
王
山
、
奥
穂
高
な
ど
を

歩
き
、
七
十

一
歳
よ
リ
ス
イ
ス
の
山
歩
き

も
。
感
想

「戦
争
末
期
、
大
量
の
山
岳
書

を
有
し
て
い
た
虎
の
門
の
ル
ー
ム
が
焼
け

た
こ
と
、
終
戦
直
後
、
目
黒
の
掘

っ
建
て

小
屋
で
塚
本
繁
松
さ
ん
と
離
散
し
て
い
た

役
員
の
連
絡
に
苦
労
し
た
こ
と
な
ど
が
思

い
出
さ
れ
ま
す
。
昨
今
の
発
展
ぶ
り
、
例

年
の
盛
大
な
年
次
晩
餐
会
を
見
る
に
つ
け
、

全
く
夢
の
よ
う
で
す
」

青
木
　
昇

（会
員
番
号

一
七
三
二
）

明
治
三
十
八
年
十

一
月
二
十
九
日
生
ま

れ
、
九
十

一
歳
。
二
十
歳
頃
奥
秩
父
、
八

ヶ
岳
に
遊
び
、
山
の
美
し
さ
、
神
秘
に
心

惹
か
れ
、
爾
来
本
邦
全
域
の
主
な
山
々
を

四
季
を
通
じ
て
踏
破
す
る
。
海
外
の
山
は

ス
イ
ス
を
中
心
に
、
ア
ラ
ス
カ

・
マ
ッ
キ

ン
リ
ー
、
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ロ
ッ
キ
ー
山
域

な
ど
、
メ
キ
シ
ョ
・
ポ
ポ
ヵ
ト
ペ
テ
ル
、

カ
ラ
コ
ル
ム
、
ネ
パ
ー
ル
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
ト

レ
ツ
キ
ン
グ
も
。
感
想

「年
に
は
勝
て
ず
、

山
に
行
け
な
く
な
り
寂
し
い
思
い
を
し
て

い
る
時
、
こ
の
よ
う
な
処
遇
を
し
て
い
た

だ
き
、
嬉
し
さ
で
い
っ
ぱ
い
で
す
」

木
下
是
雄

（会
員
番
号
二
五
六
三
）

大
正
六
年
十

一
月
十
六
日
生
ま
れ
、
七

十
九
歳
。　
一
高

（旧
制
）
旅
行
部
時
代
か

ら
山
登
り
を
始
め
、
東
大
ス
キ
ー
山
岳
部

に
遭
難
救
援
が
縁
で
入
部
。　
一
九
五
六
～

七
年
米
国
南
極
隊
に
参
加
。
六

一
年
以
降

ス
イ
ス
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
登
山
、
八
六

年
以
降
は
ネ
パ
ー
ル
、
ブ
ー
タ
ン
、
パ
キ

ス
タ
ン
、
パ
タ
ゴ
ニ
ア
な
ど
で
ト
レ
ッ
キ

ン
グ
。
専
門
の
物
理
や
言
語
関
係
の
著
作

は
別
に
し
て
山
の
本
に

『
ペ
ル
ケ
オ
ス
キ

ー
読
本
』
『山
、
ひ
と
、
ス
キ
ー
』
な
ど
。

感
想

「光
栄
で
す
。
五
十
年
近
く
在
籍
し

て
、
多
く
の
方
々
に
親
し
く
し
て
い
た
だ

い
た
軌
跡
を
ふ
り
か
え
る
と
心
温
ま
る
思

い
で
す
」

松
丸
秀
夫

（会
員
番
号
二
五
〇
三
）

大
正
四
年
五
月
十
四
日
生
ま
れ
、
八
十

一
歳
。
昭
和
十
年
代
の
谷
川
岳
東
面
に
思

い
出
が
残
る
。
東
大
ス
キ
ー
山
岳
部
出
身
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
キ
ー
が
ま
だ
な
か
っ
た

昭
和
三
十
五
年
か
ら
グ
ラ
ス
フ
ァ
イ
バ
ー

強
化
の
全
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ス
キ
ー
を
毎
年

自
作
。

『
ス
キ
ー
は
ト
ル
エ
ン
か
ら
合
成

す
る
』
と
題
し
て
日
本
薬
学
会
の
ニ
ュ
ー

ス
エ
デ
イ
シ
ョ
ン
に
載
せ
た
。
感
想

「七

年
間

『山
日
記
』
担
当
理
事
を
務
め
、
戦

後
の

『山
日
記
』
の
盛
衰
に
直
接
関
わ
っ

た
が
、
休
刊
に
な
り
、
起
死
回
生
も
な
ら

な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
非
力
を
恥
じ
て

い
ま
す
。
そ
れ
な
の
に
名
誉
会
員
に
ご
推

挙
い
た
だ
き
恐
縮
し
て
お
り
ま
す
」

川
喜
田
二
郎

（会
員
番
号
四
〇
四
二
）

大
正
九
年
五
月
十

一
日
生
ま
れ
、
七
十

六
歳
。
戦
前
は
ト
ム
ラ
ウ
シ
岳
登
頂
、
満

州
か
ら
白
頭
山
、
冬
期
南
ア
ル
プ
ス
、
北

部
興
安
嶺
縦
断
、
戦
後
は
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山

に
力
を
注
ぎ
、
ム
ク
ト
ヒ
マ
ー
ル
登
頂
、

ア
ン
ナ
プ
ル
ナ
南
峰
西
南
の
小
峰
Ｋ
ｈ
ａ

ｅ
ｒ
登
頂
な
ど
。
旧
制
三
高
、
京
大
で
山

岳
部
関
係
に
在
籍
。
今
西
錦
司
氏
の
弟
子

の
よ
う
に
な
り
、
登
山
、
探
検
、
学
術
、

思
想
面
で
学
ぶ
。
著
作
は
多
数
、
ヒ
マ
ラ

ヤ
の
学
術
研
究
で
秩
父
宮
記
念
学
術
賞
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
山
村
へ
の
技
術
協
力
で
マ
グ
サ

イ
サ
イ
賞
受
賞
。
感
想

「若
輩
に
も
か
か

わ
ら
ず
名
誉
会
員
に
し
て
い
た
だ
い
た
こ

と
は
大
変
名
誉
な
こ
と
で
す
。
縁
の
あ

っ

た
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
自
然

・
文
化
の
環
境
保
全

に
は
今
後
と
も
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
」

黒
田
初
子

（会
員
番
号
四
四
四
二
）

明
治
二
十
六
年

一
月
二
十
三
日
生
ま
れ
、

九
十
三
歳
。
大
正
末
期
、
登
山
、
ス
キ
ー

を
始
め
、
夫
君
黒
田
正
夫
氏
と
と
も
に
、

秩
父
、
八
ヶ
岳
、
富
士
山
、
北
ア
ル
プ
ス
、

南
ア
ル
プ
ス
な
ど
多
く
の
山
に
登
る
。
著

作
は

『山
の
素
描
』
『味
と
自
然
の
散
歩

道
』
『
い
き
い
き
九
十
歳
の
生
活
術
』
な

ど
。
感
想

「女
性
が
ま
だ
ス
キ
ー
で
登
山

す
る
こ
と
な
ど
な
か
っ
た
時
代
に
、
思
い

き

っ
て
行
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
す
」

永
年
会
員
は
十
名

横
山
雪
男

（会
員
番
号
。
二
二
五
四
）

赤
澤
清
明

（二
二
五
九
）

湯
浅
充
泰

（二
三
八
二
）

望
月
　
力

（二
四
〇
三
）

金
子
泰
助

（二
四

一
六
）

中
埜
愛
三

（二
四
七
八
）

村
山
雅
美

（二
四
九
七
）
名
誉
会
員

富
田
記

一
（二
五
〇
四
）

中
尾
正
武

（二
五
二
五
）
終
身
会
員

村
上
　
巌

（二
五
二
八
）

宮下副会長から名誉会員章を手渡され……
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追
悼

小
西
政
継
さ
ん
を
想
う

田
邊
　
壽

小
西
さ
ん
が
、
マ
ナ
ス
ル
七
八
〇
〇
メ

ー
ト
ル
付
近
で
行
方
不
明
と
な
っ
た
と
い

う
知
ら
せ
を
聞
い
た
の
は
十

一
月
七
日
だ

っ
た
ろ
う
か
、
家
内
が
ニ
ュ
ー
ス
で
聞
い

た
と
い
う
こ
と
だ

っ
た
。
ま
さ
か
と
い
う

反
面
、
と
う
と
う
と
い
う
気
持
ち
が
胸
の

片
隅
を
よ
ぎ

っ
た
。

小
西
さ
ん
と
知
り
合

っ
て
か
ら
も
う
何

回
も
彼
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
行
を
見
送

っ
た
が
、

今
度
の
マ
ナ
ス
ル
は
何
故
か
妙
に
気
持
ち

に
ひ
っ
か
か
る
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
ん
な

こ
と
で
私
に
し
て
は
珍
し
く
、
何
度
か
小

西
さ
ん
に
電
話
を
し
た
。
八
月
十
六
日

だ

っ
た
か
、
小
西
さ
ん
か
ら
手
紙
が
き
た
。

「①
別
紙
計
画
表
の
内
容
で
マ
ナ
ス
ル
に

行

っ
て
き
ま
す
。
来
年
は
、
五
月
―
九
月

で
Ｇ
Ⅱ

（ガ

ッ
シ
ャ
ブ
ル
ム
Ⅱ
）。
雪
崩

に
は
十
分
気
を
つ
け
ま
す
。
や
ら
れ
た
ら

や
ら
れ
た
で
、
こ
れ
は
仕
方
が
な
い
と
い

つ
も
思
い
ま
す
。

②
帰
国
後
、
ナ
ベ
さ
ん
が
登
れ
る

（行
け

る
）
山
に

一
度
行
き
ま
し
ょ
う
。
友
人
で

も
誘

っ
て

一
泊
で
ど
う
で
す
か
？
　
八
ヶ

岳
の
側
に
あ
る
メ
シ
モ
リ
山
で
け
っ
こ
う

ハ
イ
キ
ン
グ
で
Ｇ
０
０
Ｄ
で
す
」

―

―
そ
し
て
、
小
西
さ
ん
は
帰
っ
て
来

な
い
人
と
な

っ
た
。

小
西
さ
ん
と
初
め
て
会

っ
た
の
は
、
日

本
山
岳
会
エ
ベ
レ
ス
ト
南
西
壁
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
時
だ
っ
た
。
小
西
さ
ん
の
名
前

は
国
内
の
数
々
の
登
攀
記
録
は
も
と
よ
り
、

日
本
最
先
端
の
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
集
団
だ

つ

た
山
学
同
志
会
の
会
長
と
し
て
、　
一
九
六

七
年
二
月
冬
期

マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
北
壁
、

一
九
七
二
年

一
月
冬
期
グ
ラ
ン
ジ
ョ
ラ
ス

北
壁
の
登
攀
を
成
し
、
エ
ベ
レ
ス
ト
南
西

壁
の
時
に
は
、
ア
ル
プ
ス
三
大
北
壁
の
冬

期
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
ア
イ
ガ
ー
北

壁
の
冬
期
登
攀
に
挑
む
と
こ
ろ
で
あ
り
、

日
本
最
強
の
ア
ル
ピ
ニ
ス
ト
と
し
て
知
れ

渡

っ
て
い
た
。

初
め
て
小
西
さ
ん
と
顔
を
合
わ
せ
た
の

は
日
本
山
岳
会
の
ル
ー
ム
だ

っ
た
。
山
岳

会
が
ア
ル
プ
ス
の
冬
の
壁
の
時
代
か
ら
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
壁
の
時
代
へ
の
流
れ
の
中
で

目
標
と
し
た
エ
ベ
レ
ス
ト
南
西
壁
の
隊
に

小
西
さ
ん
を
招
き
、
私
も
そ
の
隊
に
参
加

し
た
。

小
西
さ
ん
に
は
失
礼
な
言
い
方
だ
が
、

鬼
瓦
の
よ
う
な
い
か
つ
い
風
貌
で
あ
り
、

回
数
の
少
な
い
ほ
う
で
幾
分
と
っ
つ
き
に

く
か
っ
た
。
し
か
し
、
厳
し
さ
と
高
さ
を

激
し
く
求
め
な
が
ら
、
心
の
底
に
、
人
に

対
す
る
優
し
さ
を
秘
め
た
彼
に
私
は
た
ち

ま
ち
と
り
こ
に
な

っ
た
。

小
西
さ
ん
の
こ
と
を
私
は
、
会
長
、
会

長
と
呼
ん
だ
。
彼
が
山
学
同
志
会
の
会
長

だ
っ
た
か
ら
だ
。
彼
は
私
の
こ
と
を

「
ナ

ベ
さ
ん
」
と
呼
ん
で
、
会
長

ｏ
ナ
ベ
さ
ん

の
コ
ン
ビ
は
、
エ
ベ
レ
ス
ト
街
道
の
ペ
リ

ジ
ェ
辺
り
の
エ
ベ
レ
ス
ト
に
向
か
っ
て
開

け
た
谷
を

「君
の
行
く
道
は
、
果
て
し
な

く
遠
い
…
…
な
の
に
何
故
、
何
を
求
め
て

君
は
行
く
の
か
、
そ
ん
な
に
し
て
ま
で
…
」

を
歌
い
な
が
ら
歩
く
仲
間
と
な
っ
た
。

知
り
合

っ
て
か
ら
の
小
西
さ
ん
に
関
し

て
は
、
驚
き
と
感
嘆
の
連
続
だ
っ
た
。
ア

ル
ピ
ニ
ス
ト
と
し
て
小
西
さ
ん
は
、
高
さ

と
厳
し
さ
に
卓
越
し
た
技
術
と
心
を
も

っ

て
挑
ん
だ
人
生
だ

っ
た
。

思
い
返
し
て
、
何
を
と
っ
て
も
返
す
が

え
す
も
良
い
仲
間
を
無
く
し
た
と
悲
し
い
。

小
西
さ
ん
は
、
山
登
り
は
勿
論
だ
っ
た

が
、
仕
事
も

一
生
懸
命
や
っ
た
し
、
良
い

仕
事
の
で
き
た
人
だ
っ
た
。
小
西
さ
ん
と

は
仕
事
の
話
も
良
く
し
た
。
小
西
さ
ん
は

「
ク
リ
エ
ー
タ
ー
九
〇
〇
〇
」
の
仕
事
で

笑
い
な
が
ら
何
度
か
言

っ
て
い
た
。
「
ナ

ベ
さ
ん
、
ウ
ン
と
稼
い
で

一
年
の
三
分
の

一
く
ら
い
働
け
ば
良
い
よ
う
に
し
て
ヒ
マ

ラ
ヤ
に
行
こ
う
よ
…
…
」
と
。

し
か
し
、
私
は
小
西
さ
ん
が
ヒ
マ
ラ
ヤ

に
行
く
た
め
に
だ
け
仕
事
を
し
て
い
た
と

は
思
え
な
い
。
小
西
さ
ん
の
話
に
は
仕
事

屋
と
し
て
の
秀
で
た

一
面
を
十
分
す
ぎ
る

ほ
ど
感
じ
た
。

き
ち
ん
と
し
た
活
字
の
よ
う
な
文
字
、

文
章
、
そ
し
て
ス
ケ
ッ
チ
と
、
山
登
り
の

豊
か
な
楽
し
み
を
胸

一
杯
吸
っ
て
い
た
小

西
さ
ん
。

会
長
の
追
悼
文
を
書
く
の
は
嫌
だ
。

小
西
さ
ん
が
消
息
を
絶

っ
て

一
か
月
余
、

私
は
か
た
く
な
に
彼
の
ア
ク
シ
デ
ン
ト
を

思
わ
な
か
っ
た
。
長
い
山
の
経
緯
で
八
〇

〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
の
こ
と
が
ど
ん
な
こ
と

か
よ
く
判
っ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
も

小
西
さ
ん
が
山
か
ら
帰
っ
て
来
な
い
な
ん

て
思
う
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。

―

‐そ
し
て
、
と
う
と
う
奥
さ
ん
の
郁

子
さ
ん
か
ら
手
紙
を
い
た
だ
い
た
。

『
・‥
‥
ｏ‥
ｏ・‥

十
月

一
日
午
前
二
時
か
ら
三
時
の
間
を

最
後
に
、
マ
ナ
ス
ル
七
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル

付
近
で
、
小
西
政
継
が
行
方
不
明
に
な
り

ま
し
て
か
ら
、
早
い
も
の
で
五
十
日
が
過

ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
明
日
十

一
月
十
九

日
は
彼
が
五
十
八
歳
に
な
る
は
ず
の
日
で

し
た
。
…
…
…

後
に
な
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
か
ら

御
心
配
い
た
だ
き
ま
し
た
葬
儀
や
別
れ
の

会
は
、
彼
の
予
て
か
ら
の
思
い
を

一
番
に

考
え
て
何
も
い
た
し
ま
せ
ん
。
何
か
し
な

い
と
や
り
き
れ
な
い
と
い
う
御
気
持
も
伺

い
ま
し
た
が
、
い
つ
ま
で
も
心
の
片
隅
に

生
か
し
続
け
て
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
、
な

に
よ
り
も
う
れ
し
い
で
す
。
…
…
…
』

何
時
ま
で
も
登
り
続
け
る
小
西
政
継
さ

ん
に
心
よ
り
敬
意
を
表
し
ま
す
。

(6)
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生
目

Ｅ
Ｒ

豊
〒

日本山岳会の各委員会
同好会の活動報告です。

自
神
山
地
問
題
で

意
見
書
提
出

一
九
九
二
年
十
二
月
に
世
界
遺
産
と
し

て
登
録
さ
れ
た
白
神
山
地
の
管
理
体
制
に

つ
い
て
は
青
森
県
、
秋
田
県
、
青
森

ｏ
秋

田
両
営
林
局
、
及
び
環
境
庁
の
五
者
か
ら

な
る

「白
神
山
地
世
界
遺
産
地
域
連
絡
会

議
」
を
中
心
に
し
て
、
そ
の
管
理
計
画
案

が
ま
ず
示
さ
れ
、
そ
れ
に
対
し
て
山
岳
団

体
も
そ
の
意
見
を
求
め
ら
れ
た
の
が
平
成

六
年
の
十
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
十
分
な

時
間
も
な
い
こ
と
で
も
あ
り
、
と
り
あ
え

ず
青
森
支
部
か
ら
の
意
見
と
し
て

「管
理

計
画
案
」
の
中
に
も
ら
れ
て
い
た

「核
心

地
域
へ
の
入
山
規
制
」
条
項
に
対
し
て
は

強
く
反
対
す
る
立
場
を
表
明
し
た
。
そ
し

て
、
こ
れ
ら
の
意
見
を
入
れ
て
そ
の
後
に

発
表
さ
れ
た

「管
理
計
画
」
で
は
核
心
地

域
に
お
け
る
登
山
な
ど
に
つ
い
て
は
別
途

取
り
決
め
る
と
し
て
含
み
を
残
し
た
。

こ
の
人
山
規
制
問
題
に
つ
い
て
は
、
当

会
会
員
の
間
で
も
様
々
な
意
見
が
あ
り
、

例
え
ば
本
会
会
報
六

一
〇
号

（石
田
稔
郎

会
員
）、
六

一
二
号

（中
村
純
二
副
会
長
）

な
ど
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

当
委
員
会
と
し
て
は
、
昨
年
の
自
然
保

護
全
国
集
会
で
の
議
題
の

一
つ
と
し
て
こ

の
問
題
を
取
り
上
げ
、
参
集
し
た
支
部
の

自
然
保
護
委
員
を
交
え
て
熱
心
に
論
議
し

た
結
果
、
少
な
く
と
も
絶
対
反
対
の
立
場

は

「世
界
遺
産
の
保
存
」
の
見
地
か
ら
再

考
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
結
論
と
な
り
、

そ
の
後
、
委
員
会
と
し
て
討
議
を
重
ね
た
。

そ
の
結
果
、
委
員
会
の
案
と
し
て
別
記

の

「当
委
員
会
と
し
て
の
考
え
方
」
を
ま

と
め
、
今
年
の
全
国
集
会
で
全
国
の
自
然

保
護
委
員
に
提
示
し
、
賛
成
を
得
た
も
の

で
あ
る
。
平
成
八
年
十

一
月
十
二
日
に
前

記
の
連
絡
会
議
主
催
の
白
神
山
地
世
界
遺

産
地
域
懇
談
会
が
開
か
れ
る
の
に
際
し
て
、

こ
の

「考
え
方
」
を
討
議
の
資
料
と
し
て

い
た
だ
く
よ
う
、
次
の
三
点
を
付
記
し
て

連
絡
会
議
事
務
局
に
提
出
し
た
。

一
、
世
界
遺
産
登
録
の
意
義
に
つ
い
て
の

啓
蒙
を
十
分
に
す
る
こ
と
。

二
、
地
元
山
岳
団
体
と
の
話
し
合
い
を
十

分
に
す
る
こ
と
。

三
、
現
地
の
標
識
が
、
営
林
局
や
環
境
庁

な
ど
様
々
で
あ
る
の
で
、
連
絡
会
議
名

に
統

一
を
は
か
る
こ
と
。

＊

こ
の
意
見
書
の
提
出
に
先
立

っ
て
、
十

月
二
十
七
日
に
青
森
市
で
開
か
れ
た

「白

神
山
地
問
題
を
考
え
る
登
山
者
の
集
い
」

で
も
、
こ
の
意
見
を

「生
態
系
の
保
護
の

た
め
に
は
入
山
規
制
が
ど
う
し
て
も
必
要

で
あ
る
」
こ
と
の
説
明
と
と
も
に
、
当
委

員
会
の
意
見
と
し
て
表
明
し
た
。
他
の
地

元
山
岳
団
体

（当
会
青
森
支
部
を
含
む
）

の
意
見
は

「
一
方
的
な
入
山
規
制
に
は
絶

対
反
対
」
で
あ
っ
て
、
当
委
員
会
と
は
見

解
が
異
な
っ
て
い
た
が
、
こ
の
点
に
つ
い

て
の
質
問
も
議
論
も
出
な
か
っ
た
の
は
不

可
解
で
あ
っ
た
。

「白
神
山
地
世
界
遺
産
管
理
計
画
に
関
す

る
日
本
山
岳
会
自
然
保
護
委
員
会
の
考

え
方
」
（抜
粋
）

一
、
核
心
地
域
へ
の
立
ち
入
り
に
つ
い
て
。

①
核
心
地
域

へ
の
立
ち
入
り
規
制
は
基
本

的
に
は
必
要
で
あ
る
。
従
来
か
ら
の
慣
習

に
よ
る
イ
ワ
ナ
釣
り
や
山
菜
採
り
は
認
め

て
も
よ
い
が
、
営
業
目
的
の
も
の
は
禁
止

す
る
。

②
登
山
は
許
可
制
に
す
る
。

③

「既
存
の
歩
道
」
に
つ
い
て
は
標
識
で

明
示
す
る
こ
と
。

二
、
緩
衝
地
域
に
お
け
る
野
外
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
。

管
理
計
画
に
示
さ
れ
て
い
る

「森
林
の

文
化

・
教
育
的
な
利
用
」
は
望
ま
し
い
。

し
か
し
、
入
山
者
の
増
加
に
よ
る
観
光
地

化
が
心
配
さ
れ
る
の
で
、
利
用
施
設
の
設

置
は
最
小
限
に
止
め
る
べ
き
で
あ
る
。

三
、
遺
産
地
域
周
辺
部
の
取
扱
に
つ
い
て
。

世
界
遺
産
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
生
態
系

の
維
持
の
た
め
に
は
、
将
来
は
遺
産
地
域

を
周
辺
ま
で
拡
大
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

当
面
の
方
策
と
し
て
は
、　
一
般
車
両
の
林

道
通
行
を
禁
止
し
、
車
道
の
新
設
な
ど
は

見
合
わ
せ
る
こ
と
。

四
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
遊
覧
飛
行
の

禁
止
。

五
、
管
理
体
制
の

一
本
化
に
つ
い
て
。

環
境
庁
、
林
野
庁
、
文
化
庁
、
青
森
県
、

秋
田
県
に
ま
た
が
る
現
在
の
管
理
体
制
を

一
元
化
す
る
こ
と
を
望
む
。

（委
員
長

・
澤
井
政
信
）

請
演
会

・
明
治
時
代
の

測
量
技
師
た
ち
の
活
躍

明
治
二
十
六
年
八
月

一
日
、
陸
地
測
量

(7)
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技
師
の
館
潔
彦
氏
は
、
山
案
内
人
嘉
門
次

の
案
内
で
、
三
角
点
の
位
置
を
選
定
す
る

撰
点
作
業
の
た
め
、
穂
高
岳

（現
在
の
前

穂
高
岳
）
の
頂
上
に
立

っ
た
。
し
か
し
、

下
山
の
途
中
、
頂
上
付
近
の
難
場
で
足
を

滑
ら
せ
、　
一
八
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
転
落
し
、

奇
跡
的
に
助
か
っ
た
。
ウ
エ
ス
ト
ン
の
登

頂
に
先
立

つ
こ
と
二
十
四
日
前
だ

っ
た
。

こ
れ
は
、
近
代
登
山
初
期
の
有
名
な
事

実
で
あ
る
が
、
こ
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
登
山

史
上
ど
う
位
置
づ
け
れ
ば
よ
い
か
。

百
年
史
委
員
会
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
百
周
年

に
あ
わ
せ
て
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
あ
る
い
は
登
山
の

百
年
史
を
刊
行
す
べ
く
、
現
在
の
と
こ
ろ
、

基
本
的
な
年
表
作
り
と
と
も
に
、
登
山
史

上
の
主
要
な
出
来
事
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

今
ま
で
と
は
異
な
っ
た
角
度
か
ら
検
討
を

加
え
た
り
、
新
た
な
資
料
の
発
掘
に
努
め

て
い
る
。

そ
の

一
環
と
し
て
九
月
二
十
七
日
、
日

本
古
地
図
学
会
会
長
の
師
橋
辰
夫
氏
に
お

願
い
し
て
、
「近
代
登
山
初
期
に
お
け
る

測
量
技
師
た
ち
の
活
動
と
功
績
―
館
潔
彦

氏
の
活
動
を
中
心
と
し
て
」
と
い
う
演
題

で
、
ル
ー
ム
に
お
い
て
講
演
会
を
開
催
し

た
。
参
会
者
は
四
十
名
、
大
変
な
盛
会
で

あ
っ
た
。

当
日
は
、
館
潔
彦
氏
の
令
孫
館
豊
夫
氏
、

令
曾
孫
和
男
氏
も
出
席
さ
れ
、
館
潔
彦
氏

の
残
し
た
自
筆
の
手
記
、
ス
ケ
ッ
チ
を
多

数
（表
装
済
み
十
三
巻
）
持
参
下
さ
り
、

参
会
者

一
同
、
眼
福
の
栄
に
浴
し
た
。
百

年
史
委
員
会
で
は
、
別
の
機
会
に
、
会
員

の
方
々
に
も
ご
覧
い
た
だ
く
場
を
設
け
た

い
と
考
え
て
い
る
。

そ
も
そ
も
は
、
昨
年
九
月
、
館
豊
夫
氏

（三
菱
自
動
車
工
業
相
談
役

ｏ
元
社
長
）

が
、
日
本
経
済
新
聞
の

「私
の
履
歴
書
」

の
中
で
、
祖
父
潔
彦
氏
の
こ
と
を
述
べ
て

お
ら
れ
る
の
を
織
内
名
誉
会
員
が
見
つ
け
、

南
井
英
弘
理
事
が
館
氏
に
連
絡
を
取
っ
た

の
が
発
端
だ

っ
た
が
、
そ
の
後
の
館
家
と

の
接
触
の
中
か
ら
今
回
の
講
演
会
が
実
現

し
た
。

講
師
の
師
橋
辰
夫
氏
は
、
わ
が
国
の
古

地
図
研
究
の
第

一
人
者
で
、
か
つ
て
、
館

潔
彦
氏
の

「
三
拾
三
年
乃
夢

ｏ
日
本
測
量

野
史
稿
」
を
紹
介
し

（
「地
図
」
Ｖ
Ｏ
Ｌ

９
ｏ
Ｎ
０
１
一
九
七

一
）、
館
潔
彦
氏
の
活

躍
ぶ
り
に
つ
い
て
は
最
も
詳
し
い
人
の

一

人
で
あ
る
。

講
演
の
中
で
も
、

「点
の
記
」
と
い
う

国
土
地
理
院
に
残
さ
れ
て
い
る
明
治
二
十

一
年
以
降
の

一
～
二
等
三
角
点
の
設
置
記

録
の
こ
と
が
紹
介
さ
れ
た
が
、
当
時
の
測

量
技
師
た
ち
の
苦
労
ぶ
り
に
つ
い
て
は
ほ

と
ん
ど
わ
か
ら
ず
、
そ
れ
ら
の
記
録
は
、

も
し
残

っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
個
人
で
持

ち
帰
っ
て
保
管
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る

と
の
指
摘
が
あ
っ
た
。

ま
た
、　
一
枚
の
地
形
図
を
作
る
た
め
に

は
、
膨
大
な
人
員
と
何
年
も
の
歳
月
を
必

要
と
し
た
が
、
登
山
と
の
関
連
と
い
う
点

で
は
、
三
角
点
の
位
置
を
決
め
る
撰
点
作

業
の
た
め
に
山
野
を
跛
渉
し
た
測
量
技
師

た
ち
の
活
動
は
登
山
そ
の
も
の
で
あ
り
、

近
代
登
山
の
先
駆
者
と
し
て
評
価
す
べ
き

だ
し
、
撰
点
の
た
め
の
登
頂
は
登
山
史
の

中
で
も
明
確
に
登
頂
と
し
て
位
置
づ
け
る

べ
き
で
あ
る
等
、
有
益
な
示
唆
が
多
く
、

参
会
者
に
感
銘
を
与
え
た
。
（中
島
　
寛
）

第
四
回
山
を
語
る

雲
の
上
の
診
療
所

九
月
十
三
日
、
ル
ー
ム
に
お
い
て
講
師

の
大
森
薫
雄
会
員
は
、
槍
ヶ
岳
山
岳
診
療

所
を
四
十
余
年
間
支
え
て
き
た
滋
恵
医
大

山
岳
部
の
創
設
期
の
話
か
ら
登
山
者
気
質

の
変
遷
、
医
者
の
あ
る
べ
き
姿
に
ま
で
及

び
、　
一
時
間
に
わ
た
リ
ユ
ー
モ
ア
を
交
え

て
興
味
深
く
語
っ
た
。

診
療
所
日
誌
に
よ
れ
ば
、
昭
和
二
十
五

年
に
槍
ヶ
岳
山
岳
診
療
所
と
し
て
開
設
し

講演する師橋辰夫氏館潔彦氏の孫・館豊夫氏 (左)と曾孫・館和男氏 (右)

(8)
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た
初
期
の
頃
は
、
登
山
者
の
体
力
も
装
備

も
粗
末
で
、夏
山
に
お
け
る
低
体
温
症
（凍

死
）
が
年
間
二
、
二
人
は
い
た
と
い
う
。

ま
た
、
意
外
な
こ
と
に
治
療
の
内
容
は
内

科
疾
患
が
七
割
と
多
く
、
こ
の
中
で
高
山

病

（肺
水
腫
、
脳
水
腫
）
が
二
千
～
三
千

メ
ー
ト
ル
で
も
起
こ
る
こ
と
が
初
め
て
明

ら
か
に
さ
れ
、
高
山
病
に
関
す
る
事
柄
は
、

診
療
所
四
十
五
年
間
の
体
験
か
ら
得
た
大

き
な
成
果
の

一
つ
で
あ
る
と
い
う
。

「私
は
山
岳
部
に
入
り
、
診
療
所
で
緊
急

医
療
の
実
際
を
学
ん
だ
。
緊
急
医
療
は
医

療
の
原
点
で
あ
り
、
医
療
に
携
わ
る
者
の

使
命
で
も
あ
る
と
の
信
念
を
持
ち
、
い
ま

で
も
阪
神
大
震
災
や
ア
フ
リ
カ
ヘ
も
飛
ん

で
い
く
。
最
近
は
医
療
の
細
分
化
に
よ
り

い
わ
ゆ
る
専
門
馬
鹿
に
な
っ
て
き
て
い
る

が
、
専
門
家
に
な
る
前
に
厚
み
の
あ
る
幅

の
広
い
医
者
で
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
今

後
と
も
可
能
な
限
り
現
場
に
立
ち
、
実
際

の
医
療
を
継
続
し
て
い
き
た
い
」
と
締
め

括

っ
た
。
参
加
二
十
八
名
。

（狩
野
芳
郎
）

函
南
原
生
林
の

自
然
観
察
会

自
然
保
護
委
員
会
恒
例
の
自
然
観
察
会

を
十

一
月
十
六
日
、
静
岡
県
函
南
町
の
函

南
原
生
林
で
行

っ
た
。

函
南
原
生
林

（三
二
三
ヘ
ク
タ
ー
ル
）

は
、
箱
根
外
輪
山
の

一
つ
で
あ
る
倉
掛
山

（
一
〇
〇
四
メ
ー
ト
ル
）
の
南
西
斜
面
に

あ
る
。
江
戸
時
代
か
ら
下
流
の
田
方
平
野

の
水
源
涵
養
の
た
め
、
関
係
住
民
自
ら
の

手
で

″禁
伐
林
〃
と
し
て
手
厚
く
保
護
さ

れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
は
、
箱

根
山
禁
伐
林
組
合
の
手
に
よ
っ
て
管
理
さ

れ
て
い
る
。

新
宿
駅
を
八
時
四
十
分
、
貸
し
切
リ
バ

ス
で
出
発
。
車
内
で
伊
藤
敵
委
員
に
よ
る

森
林
の
勉
強
会
が
開
か
れ
る
。
観
察
に
先

立
ち
、
森
林
分
布
、
植
生
遷
移
、
森
林
生

態
系
な
ど
に
つ
き
要
領
よ
く
解
説
し
て
い

た
だ
き
、
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
。

現
地
で
は
、
ま
ず
森
林
総
合
研
究
所
元

所
長

・
山
口
博
昭
氏
よ
り
概
略
の
説
明
を

受
け
た
後
、
森
に
入
る
。
参
加
者
は
四
班

に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
森
林
総
合
研
究

所
あ
る
い
は
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の

講
師
が
つ
く
。
森
林
の
見
方
、
樹
木
の
名

前
な
ど
懇
切
な
説
明
が
参
加
者
の
方
々
か

ら
好
評
で
あ
っ
た
。

学
習
の
道
入
り
回
の
門
を
く
ぐ
リ
ハ
コ

ネ
ダ
ケ
の
密
生
し
て
い
る
道
を
下
る
と
、

海
抜
七
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
薄
暗
い
原
生
林

の
中
で
、
樹
齢
百
年
前
後
と
い
わ
れ
る
ヒ

メ
シ
ャ
ラ
の
赤
い
木
肌
が
目
に
入
る
。
そ

し
て
樹
齢
七
百
年
と
い
わ
れ
る
日
本
で
も

有
数
の
ア
カ
ガ
シ
、
ブ
ナ
の
巨
樹
を
は
じ

め
と
し
て
、
ケ
ヤ
キ
、
イ
ヌ
シ
デ
な
ど
の

高
木
が
林
冠
を
お
お
う
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
の
私
の
メ
モ

に
は
、
三
十
九
種
ほ
ど
の
樹
木
の
名
前
が

記
録
さ
れ
て
い
っ
た
が
、
こ
の
原
生
林
に

は
シ
ダ
植
物
以
上
の
高
等
植
物
百
十
四
科
、

三
百
九
十
三
種
、
五
十
六
変
種
、
十
四
品

種
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

＊

函
南
原
生
林
は
、　
″水
源
涵
養
の
た
め

生
立
木
は
絶
対
に
切
ら

な
い
と
い
う
施
業
方
針

が
長
い
間
守
ら
れ
て
き

た
こ
と
、
ま
た
こ
の
禁

伐
林
区
域
が
箱
根
関
所

に
隣
接
す
る
こ
と
か
ら
、

徳
川
幕
府
が
こ
の
原
生

林
の
開
発
を
差
し
控
え

た
こ
と
〃
を
主
因
と
し

て
、
今
の
姿
が
そ
の
ま

ま
守
ら
れ
て
き
た
。
二

〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
余
り

樹齢700年の巨木もあるという
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と
い
う
森
林
と
し
て
は
決
し
て
広
く
は
な

い
こ
の
森
が
、
ほ
ぼ
手

つ
か
ず
の
原
生
林

と
し
て
残
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
自
然
保

護
を
考
え
る
上
で
大
変
多
く
の
教
訓
を
含

ん
で
い
る
と
思
う
。

伊
藤
委
員
の

「森
林
を
生
態
的
に
見
る
。

森
林
が
発
信
し
て
い
る
情
報
を
受
け
止
め

る
」
と
い
う
言
葉
も
頭
に
お
き
な
が
ら
、

新
緑
の
こ
の
森
を
、
も
う

一
度
訪
ね
た
い

と
考
え
て
い
る
。

［参
加
者
］
森
林
総
合
研
究
所
元
所
長

ｏ

山
口
博
昭
氏
　
森
林
総
合
研
究
所

ｏ
千
島

敏
夫
氏
　
森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ｌ

ｏ
伊

藤
敵
、
横
田
和
男
、
牧
内
薫
各
氏
　
他
五

十
二
名
。
　
　
　
　
　
　

（篠
崎
　
仁
）

き
の
こ
山
行

山
形
県

・
摩
耶
山

十
月
十
九
、
二
十
日
、
山
形
県
摩
耶
山

の
き
の
こ
山
行
に
参
加
し
た
。
摩
耶
山
は

朝
日
連
峰
に
連
な
る
最
北
に
位
置
し
、
大

鳥
川
側
は
急
峻
な
山
容
を
見
せ
て
い
る
。

温
海
町
と
朝
日
村
に
接
し
、　
一
〇

一
九

・

七
メ
ー
ト
ル
と
標
高
は
低
い
が
、
日
本
海

に
面
す
る
三
百
名
山
の

一
つ
で
あ
る
。
こ

の
た
び
の
企
画
は
、
秋
の
紅
葉
、
味
覚
の

き
の
こ
、
海
の
幸
と
、
何
拍
子
も
そ
ろ
っ

た
期
待
の
山
行
で
あ
っ
た
。

十
九
日
夜
、
バ
ス
で
新
宿
発
、
翌
朝
早

く
温
海
温
泉
経
由
で
登
山
口
ま
で
入
る
。

こ
こ
で
山
形
支
部
の
金
森
、
後
藤
両
会
員

と
合
流
し
、
総
勢
五
十
四
名
で
出
発
。

林
道
の
終
点
瀬
戸
橋
登
山
口
で
山
道
に

入
る
。
天
気
は
薄
日
が
漏
れ
る
ま
で
に
回

復
し
、
雨
に
濡
れ
た
樹
々
の
彩
り
も
鮮
や

か
だ
。
道
は
沢
沿
い
を
行
く
よ
う
に
な
り
、

正
面
に
婦
女
子
の
滝
が
落
ち
て
い
る
。
二

岐
の
岩
壁
に
赤
い
鉄
梯
子
が
か
け
ら
れ
、

そ
こ
は
中
尾
根
に
続
く
入
り
口
で
あ
る
。

登
り
は
じ
め
は
息
を
も

つ
か
せ
ず
の
急
登

の
連
続
。
あ
い
に
く
上
部
は
ガ
ス
に
包
ま

れ
、
急
峻
な
山
容
を
垣
間
見
る
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
が
、
上
に
行
く
ほ
ど
傾
斜
が

増
す
。
山
頂
直
下
で
は
降
り
始
め
た
雨
に

足
を
取
ら
れ
な
が
ら
、　
一
歩

一
歩
よ
じ
登

る
。山

頂
で
先
行
の
岳
友
が
迎
え
て
く
れ
る
。

別
ル
ー
ト
で

登
っ
て
き
た

青
森
支
部
の

高
橋
会
員
と

一
緒
に
な
り
、

五
十
五
名
全

員
が
山
頂
に

立
っ
た
。
晴

れ
て
い
れ
ば

高
度
感
満
点

の
眺
望
が
得

ら
れ
る
は
ず

が
、
傘
を
さ

し
て
の
休
憩

で
、
避
難
小
屋
で
の
集
合
と
な
る
。

秋
色
濃
い
山
の
景
色
を
味
わ
い
つ
つ
、

温
泉
、
き
の
こ
鍋
、
海
の
幸
、
酒
へ
と
思

い
を
巡
ら
せ
な
が
ら
、
土
砂
降
り
と
な
っ

た
雨
の
中
を
関
川
へ
と
下

っ
た
。

（石
光
久
仁
子
）

早
池
峰
の

自
然
保
護
を
考
え
る

平
成
八
年
十

一
月
二
十
日
十
四
時
三
十

分
か
ら
約
二
時
間
、
岩
手
支
部
の
湯
浅
俊

行
会
員
に
よ
る
講
演
会
を
行

っ
た
。

ま
ず
早
池
峰
が
な
ぜ
特
別
天
然
記
念
物

の
地
域
指
定
を
受
け
る
ほ
ど
の
貴
重
な
山

な
の
か
、
ま
た
、
南
の
薬
師
岳
が
、
ほ
と

紅葉・温泉・きのこ鍋に満悦の54名

ん
ど
同
じ
と
こ
ろ
に
あ
り
な
が
ら
全
く
植

生
相
が
違
う
の
か
な
ど
の
理
由
に
つ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に

一
九
九
九
年
の

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
山
岳
競
技
会
場
と
し
て

河
原
坊
か
ら
早
池
峰
山
頂
、
中
岳
、
鶏
頭

山
の
往
復
コ
ー
ス
が
計
画
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
小
田
越
か
ら
の
早
池
峰
南
面
の
登
山

道
の
裸
地
化
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
中

で
も
貴
重
な
高
山
植
物
の
エ
ゾ
ノ
ツ
ガ
ザ

ク
ラ
が
も
は
や
絶
滅
し
た
ら
し
い
こ
と
、

ト
チ
ナ
イ
ソ
ウ
も
絶
滅
寸
前
で
あ
る
こ
と

な
ど
が
、
写
真
を
交
え
て
紹
介
さ
れ
た
。

そ
の
後
懇
談
に
移
り
、
貴
重
な
高
山
植

物
を
守
る
た
め
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

を
話
し
合

っ
た
。
そ
の
結
果
、
地
元
の
世

論
を
喚
起
す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で

あ
る
こ
と
で
意
見
の

一
致
を
み
た
。
昭
和

五
十
二
年
に
日
本
山
岳
会
が
要
望
書
を
提

出
し
て
、
「早
池
峰
の
自
然
を
守
る
た
め

に
は
小
田
越
を
通
る
車
道
を
廃
止
す
る
べ

き
で
あ
る
」
と
し
た
が
、
こ
の
要
望
が
入

れ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
に
、
現
在
の
事
態

を
招
い
て
い
る
こ
と
を
全
員
が
痛
感
し
た

次
第
で
あ
る
。
出
席
者

ｏ
中
村
副
会
長
他

二
十
名
。　
　
　
　
　
　
　
（澤
井
政
信
）

静
岡

・
竜
爪
山

三
水
会
は
十

一
月
十
日
、
沼
津
か
も
し

か
会
代
表
の
加
田
勝
利
さ
ん
に
同
行
し
て

(10)
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い
た
だ
き
、
竜
爪
山

（静
岡
市
、　
一
〇
五

一
メ
ー
ト
ル
）
で
現
地
集
会
を
催
し
た
。

駿
河
湾
を
望
む
展
望
の
山
だ

っ
た
。

静
岡
市
は
、
背
後
に
三
千
メ
ー
ト
ル
級

の
山
々
を
持

つ
。
県
庁
所
在
地
で
、
こ
ん

な
に
高
い
山
の
あ
る
都
市
は
ほ
か
に
な
い
。

最
北
端
の
間
ノ
岳
か
ら
稜
を
分
け
て
延
々

と
南
下
し
、
山
並
み
が
切
れ
て
平
野
に
至

る
地
域
に
竜
爪
山
は
あ
る
。
眼
下
に
清
水
、

静
岡
の
市
街
地
、
三
保
の
松
原
、
そ
し
て

駿
河
湾
、
東
に
富
士
、
愛
鷹
、
伊
豆
、
西

に
聖
が
ひ
と
き
わ
目
立

つ
。

前
夜
は
、
か
も
し
か
の
小
屋
に
宿
泊
し

た
。
加
田
さ
ん
が
自
宅
の
近
く
に
長
年
か

け
て
建
築
し
た
小
屋
で
あ
っ
て
、
沼
津
市

内
に
あ
っ
た
。
海
の
幸
に
舌
鼓
を
打

っ
て

の
歓
談
が
遅
く
ま
で
続
い
た
。

静
岡
市
街
の
北
、
茶
畑
の
中
の
林
道
を

ゆ
く
と
、
竜
爪
山
登
山
口
が
あ
る
。　
一
時

間
ば
か
り
で
穂
積
神
社
に
着
く
。
古
く
か

ら
信
仰
を
集
め
、
と
く
に
戦
時
中
は
弾
避

け
の
神
様
と
し
て
に
ぎ
わ
っ
た
そ
う
だ
。

林
立
す
る
杉
の
巨
木
は
樹
齢
六
百
年
か
ら

八
百
年
と
い
う
。
神
社
ま
で
は
車
も
入
り
、

我
々
も
車
を
利
用
し
た
。
山
道
は
そ
こ
か

ら
急
登
に
な
る
。

急
登
と
は
い
え
、
東
海
自
然
歩
道
と
し

て
整
備
さ
れ
て
い
て
、
ロ
ー
プ
、
鉄
パ
イ

プ
、
仮
設
梯
子
に
助
け
ら
れ
な
が
ら
薬
師

岳
、
い
っ
た
ん
鞍
部

へ
下
り
再
び
登
り
返

し
て
文
珠
岳
の
頂
上
に
出
る
。
ふ
た
つ
あ

わ
せ
て
竜
爪
山
と
い
う
。
文
珠
岳
の
ほ
う

が

一
〇
メ
ー
ト
ル
低
い
が
、　
一
等
三
角
点

が
あ
る
。
人
工
林
に
さ
え
ぎ
ら
れ
て
見
通

し
が
悪
か
っ
た
の
だ
が
、
先
般
の
台
風
で

多
く
の
木
が
倒
れ
た
。
削
り
取
ら
れ
た
山

肌
が
痛
々
し
い
が
、
展
望
は
ず
い
ぶ
ん
よ

く
な
っ
た
。

神
社
～
頂
上
は
、
往
復
二
時
間
だ
っ
た
。

参
加
者
十
二
人
。　
・
　

　

（高
橋
重
之
）

鹿
島
槍
ヶ
岳

春
の
乗
鞍
高
原
に
続
い
て
、
秋
の
懇
親

山
行
は

一
泊
二
日
で
鹿
島
槍
ヶ
岳
を
選
ん

で
開
催
し
た
。

十
月
五
日
、
昼
少
し
前
、
登
山
口
の
扇

沢
橋
の
袂
に
、
参
加
者
十
五
名
は
思
い
思

い
に
集
ま
っ
て
き
た
。
軽
い
食
事
を
と
り

な
が
ら
、
簡
単
に
自
己
紹
介
し
た
後
、
今

夜
の
泊
ま
り
場
で
あ
る
種
池
山
荘
へ
向
か

っ
て

一
歩
を
踏
み
出
す
。

柏
原
新
道
を
め
ぐ
る
山
肌
は
、
見
事
な

紅
葉
で
あ
る
。
後
刻
、
小
屋
主
の
柏
原
さ

ん
の
話
で
は
、
こ
こ
十
年
来
の
紅
葉
と
か
、

「
い
い
な
―
　
素
晴
ら
し
い
ね
！
　
綺
麗

だ
な
ぁ
！
」
と
の
声
が
ひ
っ
き
り
な
し
に

口
々
か
ら
も
れ
る
。
そ
ん
な
幸
運
を
喜
び

な
が
ら
歩
み
を
進
め
る
。

登
る
に
し
た
が
っ
て
盛
り
を
過
ぎ
た
感

じ
も
し
な
い
で
は
な
い
紅
葉
だ
が
、
ま
だ

ま
だ
十
分
に
鑑
賞
に
堪
え
ら
れ
る
。
小
屋

の
少
し
手
前
で
小
雨
が
パ
ラ
つ
き
だ
す
が
、

雨
具
を
着
け
る
ほ
ど
の
こ
と
も
な
く
小
屋

に
つ
く
。
所
要
時
間
三
時
間
二
十
分
、
お

お
む
ね
予
想
通
り
の
タ
イ
ム
で
あ
る
。

明
日
は
都
合
で
何
人
か
が
鹿
島
槍
ま
で

行
け
な
い
と
の
こ
と
な
の
で
、
記
念
撮
影

を
済
ま
せ
て
か
ら
小
屋
に
入
る
。

ひ
と
休
み
し
て
歓
談
し
て
い
る
う
ち
に

宴
席
が
設
け
ら
れ
、
待
望
の
懇
親
会
が
始

ま
る
。
担
ぎ
あ
げ
た
地
元
の
銘
酒

「大
雪

渓
」
の
栓
が
抜
か
れ
、
小
屋
か
ら
の
差
し

入
れ
の

「白
馬
錦
」
や

「大
黒
正
宗
」
が

加
わ
る
こ
ろ
に
は
宴
た
け
な
わ
と
な
る
。

小
屋
閉
め
も
間
近
で
他
の
お
客
も
少
な

い
の
を
よ
い
こ
と
に
、
唄
、
踊
り
、
珍
芸

が
始
ま
り
盛
り
上
が
っ
て
く
る
。

Ｎ
さ
ん
か
ら
、
東
京
か
ら
青
森
ま
で
山

路
伝
い
に
歩
い
て
み
な
い
か
、
と
の
提
案

が
あ
り
、
飲
ん
だ
勢
い
も
あ
っ
て
前
向
き

に
検
討
す
る
こ
と
を
決
議
す
る
。

こ
う
し
て
山
上
の
夜
は
更
け
て
い
き
、

満
天
の
星
空
に
明
日
の
好
天
を
信
じ
て
各

自
の
部
屋
に
戻
る
。

翌
六
日
、
未
暁
、
小
屋
を
抜
け
出
る
。

中
天
に
月
が
か
か
り
、
そ
の
明
か
り
を
頼

り
に
爺
ヶ
岳
に
向
か
う
。
展
望
の
名
山
と

も
い
え
る
爺
ヶ
岳
か
ら
の
眺
望
は
帰
り
に

愉
じ
む
こ
と
に
し
て
先
を
急
ぐ
。

冷
池
山
荘
で
心
尽
く
し
の
朝
食
を
い
た

だ
い
て
山
頂
を
目
指
す
。
脇
目
も
ふ
ら
ず

登
る
人
、
名
残
の
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら

ゆ
る
ゆ
る
と
進
む
人
、
地
形
や
地
質
の
観

察
に
余
念
が
な
い
人
…
…
と
、
そ
れ
ぞ
れ

思
い
思
い
に
山
頂
に
立

つ
。

二
八
八
九
メ
ー
ト
ル
の
頂
点
に
は
朝
日

に
輝
く
立
山
三
山
、
創
岳
を
始
め
と
し
て
、

見
え
ざ
る
も
の
は
な
し
の
大
展
望
が
待

っ

て
い
て
、
皆
を
悦
ば
せ
て
く
れ
る
。
そ
の

光
景
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
に
は
紙
数
が
足

ら
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
。

そ
ん
な
景
色
を
堪
能
し
て
下
山
に
か
か

る
。
長
駆
し
て
扇
沢
ま
で
往
路
を
戻
り
、

大
町
温
泉
郷
で
入
浴
、
乾
杯
し
、
再
会
を

約
し
て
家
路
に
つ
く
。

文
中
、
東
北
縦
貫
に
つ
い
て
は
、
会
員

諸
氏
、
こ
と
に
東
北
在
住
の
方
に
は
、
い

ろ
い
ろ
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
と
、
お
願

い
す
る
次
第
で
あ
る
。
　
　
（菊
川
忠
雄
）
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JAC
支部だよリ

■
圏

罰
■

創
立
五
十
周
年

記
念
行
事
多
彩
に
展
開

一
、
高
頭
祭

七
月
二
十
五
日
、
弥
彦
山
大
平
園
地
で

高
頭
祭
を
開
催
し
た
。
昭
和
二
十
五
年
、

弥
彦
山
に
高
頭
仁
兵
衛
翁
の
寿
像
を
建
設

し
て
以
来
、
毎
年
高
頭
祭
を
行

っ
て
き
た
。

武
田
久
吉
先
生
に
よ
る
寿
像
碑
銘
文
板
が

著
し
く
損
傷
し
て
い
る
の
で
、
創
立
五
十

周
年
記
念
事
業
の

一
つ
と
し
て
支
部
会
員

か
ら
浄
財
を
募
り
、
完
全
修
復
。
村
木
潤

次
郎
会
長
を
お
招
き
し
て
の
第
二
十
九
回

高
頭
祭
と
併
せ
、
竣
工
式
を
挙
行
し
た
。

二
、
記
念
山
行

九
月
二
十
八
日
、
大
湯
温
泉
村
上
屋
旅

館
大
広
間
で
歓
迎
会
、
懇
親
会
を
行

っ
た
。

二
十
九
日
、
越
後
駒
ヶ
岳
コ
ー
ス
は
参

全国各地の支部から,独自の活動状況を
リポー トします。

加
者
五
十
四
名
、
リ
ー
ダ
ー

・
藤
井
信
。

銀
の
道
コ
ー
ス
は
参
加
者
十
六
名
、
リ
ー

ダ
ｌ

ｏ
五
十
嵐
篤
雄
。

絶
好
の
登
山
日
和
に
恵
ま
れ
、
和
気
あ

い
あ
い
の
楽
し
い
山
旅
で
あ
っ
た
。

三
、
山
岳
写
真
展

十

一
月
十
九
日
～
二
十
二
日
、
東
北
電

力
新
潟
営
業
所
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
越
後

支
部
、
新
山
協
共
催
で
写
真
展
を
行
っ
た
。

出
品
者
二
十
八
名
、
作
品
六
十
三
点
。
初

め
て
の
試
み
で
あ
っ
た
が
、
格
調
高
い
力

作
が
そ
ろ
い
、
大
好
評
で
あ
っ
た
。

四
、
記
念
祝
賀
会

十

一
月
二
十
二
日
、
会
員
九
十
七
名
の

参
加
を
得
て
、
新
潟
東
映
ホ
テ
ル
で
創
立盛大に支部創立50周 年を祝う

酢
一礁
一襴
一
発:彗

五
十
周
年
記
念
祝
賀
会
を
開
催
し
た
。
三

日
文
化
の
日
に
平
田
大
六
支
部
委
員
が
藍

綬
褒
章
を
受
賞
、
そ
の
祝
賀
会
も
併
せ
て

行

っ
た
。

来
賓
に
Ｊ
Ａ
Ｃ
常
任
評
議
員

・
重
廣
恒

夫
会
員
、
新
山
協
会
長

ｏ
鈴
木
敏
雄
氏
を

迎
え
、
祝
辞
を
頂
戴
す
る
。
続
い
て
越
後

支
部
永
年
在
籍
者
の
表
彰
を
行
う
。
五
十

年
以
上
五
名
、
四
十
年
以
上
二
十
三
名
、

三
十
年
以
上
五
十
九
名
で
あ
っ
た
。

記
念
講
演
は
重
廣
会
員
が

「
マ
カ
ル
ー

東
稜
登
頂
」
を
ス
ラ
イ
ド
を
交
え
て
行
い
、

深
い
感
銘
を
与
え
た
。

記
念
晩
餐
会
は
室
賀
輝
男
副
支
部
長
の

挨
拶
で
始
ま
り
、
冒
頭
で
平
田
会
員
の
幼

友
達
の
小
林
智
明
副
支
部
長
の
藍
綬
褒
章

受
賞
を
称
え
る
言
葉
が
あ
り
、
続
い
て
謝

辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

望
月
力
支
部
名
誉
会
員
の
音
頭
で
乾
杯
、

懇
親
会
が
始
ま
る
。
新
入
会
員
紹
介
、
記

念
撮
影
、
そ
し
て
二
時
間
の
宴
会
は
銘
酒

の
差
し
入
れ
も
あ
り
大
盛
況
で
あ
っ
た
。

（五
十
嵐
篤
雄
）

一
Ⅲ
菫
出
一

後
立
山
連
峰
唐
松

・
乗
鞍
岳

十
月
十
日

（快
晴
）

山
形
を
八
時
半
、
五
人
が

一
台
に
乗
車

し
て
出
発
。
小
国
経
由
で
新
潟
に
入
る
。

こ
れ
よ
り
北
陸
高
速
道
に
乗
る
。
海
を
眺

め
な
が
ら
の
米
山
Ｓ

ｅ
Ａ
に
て
昼
食
。
糸

魚
川
で
高
速
道
を
降
り
、
国
道

一
四
七
号

線
に
入
る
。
糸
魚
川
か
ら
松
本
に
至
る
道

は
、
か
つ
て
我
々
が
長
野
の
山
々
へ
幾
度

と
な
く
通
っ
た
道
で
あ
り
、
各
自
そ
れ
ぞ

れ
に
思
い
出
の
あ
る
山
へ
の
懐
か
し
い
道

で
も
あ
る
。

白
馬
到
着
十
六
時
少
し
前
。
最
終
ケ
ー

ブ
ル
に
よ
う
や
く
間
に
合
い
ホ
ッ
と
す
る
。

リ
フ
ト
を
乗
り
継
ぎ
、
八
方
池
山
荘
着
は

十
七
時
前
。
夕
刻
、
五
竜
岳
、
鹿
島
槍
ヶ

岳
の
岩
峰
が
荒
々
し
く
迫
り
、
よ
う
や
く

山
へ
入

っ
た
と
い
う
実
感
が
す
る
。
遥
か

に
遠
く
下
界
の
灯
が
点
々
と
連
な
り
、
空

に
は
無
数
の
星
々
が
き
ら
め
き
、
明
日
の

好
天
を
約
束
し
て
く
れ
る
。

十
月
十

一
日

（晴
）

八
方
池
山
荘
出
発
五
時
、
外
は
薄
暗
く

肌
寒
い
。
下
界
に
点
る
灯
や
星
々
、
夜
明

け
前
の
眠
り
の
中
を
リ
ー
ダ
ー
を
先
頭
に

出
発
す
る
。

高
度
を
次
第
に
上
げ

一
息

つ
い
た
頃
、

果
て
し
な
く
広
が
る
雲
海
の
上
に
金
色
の

光
輝
く
神
々
し
い
日
の
出
を
迎
え
、　
一
同

感
動
す
る
。
後
立
山
連
峰
の
峻
厳
な
山
々

が
鋭
峰
を
次
々
に
現
わ
し
、
我
々
を
歓
迎

し
て
く
れ
る
。
扇
の
雪
渓
八
時
前
、
丸
山

八
時
半
通
過
。
唐
松
岳
山
頂
に
九
時
三
十

分
到
着
。
全
て
順
調
、
予
定
通
り
で
あ
る
。

十
月
の
抜
け
る
よ
う
に
蒼
く
澄
ん
だ
唐

松
岳
山
頂
で
、
立
山
連
峰
の
三
六
〇
度
の

素
晴
ら
し
い
展
望
を
心
ゆ
く
ま
で
満
喫
し

た
あ
と
、
折
り
返
し
八
方
池
山
荘
を
経
て

(12)
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白
馬
ケ
ー
ブ
ル
駅
で
下
山
、
今
日
の
宿
泊

地
で
あ
る
栂
池
山
荘
へ
と
向
か
う
。

栂
池
リ
フ
ト
、
ゴ
ン
ド
ラ
は
全
山
紅
葉

の
中
を
進
み
、　
一
段
と
心
を
和
ま
せ
て
く

れ
る
。
夜
半
に
降
雨
が
あ
り
、
明
日
の
乗

鞍
岳
山
行
が
若
干
心
配
で
は
あ
る
が
、
体

調
の
ほ
う
は
全
員
良
好
で
あ
る
。

十
月
十
二
日

（晴
の
ち
小
雨
）

昨
夜
来
の
雨
も
朝
方
に
止
み
、
濃
い
ガ

ス
も
次
第
に
薄
れ
、
天
候
に
回
復
の
兆
し

が
見
え
て
く
る
。
栂
池
山
荘
出
発
六
時
。

昨
日
と
同
様
、
連
な
る
山
々
が
雲
海
の

中
に
青
く
浮
か
び
上
が
る
。
天
狗
原
か
ら

岩
だ
ら
け
の
沢
を
直
登
し
、　
一
気
に
乗
鞍

岳
山
頂
に
九
時
三
十
分
到
着
。
山
行
計
画

は
こ
こ
ま
で
で
あ

っ
た
が
、
天
候
は
快
晴
、

時
間
に
も
余
裕
が
あ
っ
た
た
め
、
白
馬
大

池
ま
で
足
を
延
ば
す
。

白
馬
大
池
山
荘
は
明
日
で
小
屋
じ
ま
い
。

後
片
付
け
の
真

っ
最
中
で
大
忙
し
で
あ
っ

た
。
青
空
に
映
え
、
池
は
キ
ラ
キ
ラ
と
美

唐松岳山頂ですばらしい展望を満喫

し
く
輝
い
て
は
い
る
が
、
山
の
冬
は
す
ぐ

そ
こ
ま
で
き
て
い
る
の
で
あ
る
。

山
荘
で
小
休
上
の
の
ち
下
山
開
始
。
栂

池
山
荘
経
由
、
燃
え
る
よ
う
な
紅
葉
を

ケ
ー
ブ
ル
か
ら
探
勝
。
小
谷
温
泉
へ
。
途

中
、
小
谷
村
歴
史
資
料
館
を
見
学
、
信
州

信
濃
の
新
蕎
麦
で
腹
を
満
た
し
、
小
雨
に

煙
る
温
泉
に
十
六
時
半
着
。
ゆ
っ
く
り
温

泉
に
つ
か
り
、
三
日
間
の
山
の
疲
れ
を
と

る
。
明
日
は
天
候
が
よ
け
れ
ば
雨
飾
山
山

行
の
予
定
で
あ
る
が
、
夕
刻
よ
り
激
し
い

降
雨
が
続
き
山
行
が
危
ぶ
ま
れ
る
。

十
月
十
三
日

（雨
の
ち
晴
）

昨
夜
か
ら
の
激
し
い
雨
は
今
朝
に
な
り

小
雨
に
変
わ
っ
た
も
の
の
、
雨
雲
の
動
き

は
激
し
く
、
好
天
へ
の
期
待
は
薄
い
。
雨

飾
山
は
後
日
の
楽
し
み
に
と
っ
て
お
く
こ

と
と
し
、
八
時
半
に
小
谷
温
泉
を
後
に
し
、

三
泊
四
日
の
心
に
残
る
唐
松
岳
、
乗
鞍
岳

の
山
旅
を
無
事
終
え
た
。
　

（今
野
秀
穂
）

焼
石
連
峰

・
牛
形
山

九
月
八
日
、
朝
の
ひ
ん
や
り
し
た
空
気

の
中
、
ブ
ナ
の
森
を
縫

っ
て
登
り
始
め
た
。

前
夜
は
激
し
い
雨
の
上
が
っ
た
夏
油
温
泉

テ
ン
ト
場
で
、
満
天
の
星
空
に
見
守
ら
れ

て

一
行
十

一
名
が

一
夜
を
明
か
し
た
の
だ
。

広
大
な
山
林
に
は
、
幾
代
も
の
落
葉
が

ズ
シ
リ
と
敷
き
つ
め
ら
れ
、
ブ
ナ
を
養

っ

て
い
る
。
杖
代
わ
り
の
ス
ト
ッ
ク
の
先
に

腐
葉
が
重
な
り
あ
っ
て
着
い
て
く
る
。

上
下
四
十
歳
も
の
年
齢
差
の

一
行
の
う

ち
、
七
十
歳
を
越
し
て
い
る
音
中
夫
妻
も

元
気
で
歩
を
進
め
る
。
や
が
て
、
夏
の
よ

う
な
青
空
と
白
い
雲
が
滴
る
汗
を
呼
ぶ
。

夏
油
川
の
谷
を
隔
て
て
、
昨
日
の
雨
を
た

っ
ぷ
り
吸
っ
た
経
塚
山
の
緑
が
艶
や
か
に

光

っ
て
い
る
。
こ
の
山
も
牛
形
山
に
劣
ら

ず
量
感
豊
か
に
居
座
り
、
ど
っ
し
り
と
腕

を
組
ん
だ
力
士
さ
な
が
ら
だ
。

草

つ
き
ガ
レ
に
八
時
四
十
分
。
ト
リ
カ

ブ
ト
と
ア
ザ
ミ
の
濃
い
紫
の
群
落
が
、
ガ

レ
場
を
彩
り
、
目
を
奪
わ
れ
て
し
ま
う
。

頂
稜
か
ら
カ
ー
ル
状
に
扶
ら
れ
て
い
る
谷

間
の
湿
原
を
よ
ぎ
り
、
雨
が
降
れ
ば

一
筋

の
川
と
化
し
て
し
ま
い
そ
う
な
急
な

一
本

道
を
登

っ
て
、
や
っ
と
乾
い
た
尾
根
に
出

た
。
見
渡
す
焼
石
連
峰
の
山
塊
は
、
広
く

豊
か
に
鎮
ま

っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
も
我

が
牛
形
山
は
、
牛
の
背
骨
を
思
わ
せ
る
よ

う
な
頂
稜
に
、
巨
牛
が
二
頭
対
峙
し
て
今

に
も
ぶ
つ
か
り
合
お
う
と
し
て
い
る
姿
を

思
わ
せ
、
こ
こ
を
目
指
す
者
へ
何
か
渡
ぎ

る
も
の
を
与
え
て
止
ま
な
い
。

み
ち
の
く
の
深
山

ｏ
牛
形
山
頂
九
時
二

十
五
分
、
こ
こ
で
、
早
池
峰
、
薬
師
や
三

界
、
真
昼
の
連
山
に
遥
か
に
挨
拶
を
交
わ

し
た
。
雲
の
流
れ
る
東
北
の
奥
深
い
山
蹟

で
、
神
奈
川
や
岩
手
の
人
た
ち
も
、
我
々

の
輪
に
入
り
、
来
年
の
干
支
の
山
に

一
足

早
く
登

っ
た
感
慨
を
分
け
合

っ
た
。

（大
橋
克
也
）

船
形
連
峰

・
後
自
髪
山

十
月
二
十
七
日
、
昨
日
か
ら
今
朝
に
か

け
て
荒
れ
た
天
候
が
、
紅
葉
の
終
り
頃
の

山
を
白
く
染
め
た
。
雪
で
笹
が
倒
れ
か

か
っ
て
径
に
か
ぶ
さ
っ
て
い
る
の
を
、
杖

で
払
い
な
が
ら
歩
く
。
こ
の
あ
た
り
、
広

々
と
し
た
台
地
状
の
尾
根
で
、
ス
ク
ス
ク

と
伸
び
て
い
る
ブ
ナ
の
二
次
林
に
混
じ
っ

て
、
二
〇
メ
ー
ト
ル
も
あ
ろ
う
か
と
い
う

イ
タ
ヤ
カ
エ
デ
が
何
本
も
真

っ
直
ぐ
に
立

っ
て
い
る
。
水
気
を
含
ん
だ
雪
が
、
ひ
と

し
き
り
樹
の
葉
に
、
パ
ー
テ
ィ
ー
に
降
り

か
か
る
。
晩
秋
に
近
い
山
を
新
雪
を
踏
ん

で
登
る
快
さ
。

(13)
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（昔
人
の
詠
み
た
る
）

雪
な
ら
ば
い
く
ら
酒
手
を
ね
だ
ら
れ
ん

花
の
吹
雪
の
滋
賀
の
山
越
え

（そ
の
反
歌
と
し
て
）

雨
な
ら
ば
濡
れ
ね
ず
み
な
ら
ん
熊
笹
の

払
う
新
雪
身
に
ふ
り
か
か
る

雪
な
れ
や
酒
手
は
ず
む
も
惜
し
く
な
し

熊
笹
白
き
船
形
へ
の
道

寒
気
の
せ
い
か
、
パ
ー
テ
ィ
ー
は
休
ま

ず
に
歩
き
続
け
た
。
雪
に
隠
れ
た
木
の
根

に
滑
る
こ
と
さ
え
快
い
リ
ズ
ム
。
峰
頭
部

の
広
い
雪
原
に
出
て
、
さ
ら
に
し
ば
ら
く

進
む
。

後
白
髪
山
頂
、
積
雪
五
セ
ン
チ
。
西
風

強
く
、
顔
を
向
け
ら
れ
な
い
ほ
ど
。
周
囲

は
霧
氷
の
白
銀
に
包
ま
れ
て
い
る
。
船
形

本
峰
、
荒
神
山
、
仙
台
カ
ゴ
が
雲
の
切
れ

目
に
指
呼
で
き
る
。
北
方
眼
前
に
、
三
峰

山
も
白
く
立
派
に
袖
を
連
ね
て
い
る
。
誰

か
が
ビ
ー
ル
で
乾
杯
し
よ
う
と
い
う
が
、

こ
の
寒
風
の
中
の
ビ
ー
ル
は
ご
め
ん
だ
。

下
山
路
は
雪
も
融
け
始
め
、
差
し
込
ん

だ
陽
が
、
灌
木
に
ビ
ッ
シ
リ
と
つ
い
て
い

た
霧
氷
を
音
を
立
て
て
溶
け
散
ら
せ
て
い

く
。
登
山
口
に
戻
り
、
雪
の
下
か
ら
採

っ

た
ば
か
り
の
ム
キ
タ
ケ
を
入
れ
た
芋
煮
を

味
わ
い
、定
義
如
来
で
解
散
パ
高
橋
　
功
）

晩
秋
の
祖
母
山
を
満
喫

■
第
十
二
回
宮
崎
ウ
エ
ス
ト
ン
祭

宮
崎
支
部

紅
葉
の
季
節
に
入
る
と
、
九
州
島
最
高

峰
の
祖
母
山
（
一
七
五
六

ｏ
七
メ
ー
ト
ル
）

に
向
か
っ
て
鎮
座
す
る
Ｗ

・
ウ
エ
ス
ト
ン

師
の
レ
プ
リ
カ
の
あ
る
県
北
高
千
穂
町
五

ヶ
所
高
原
の
三
秀
台
に
思
い
を
は
せ
る
。

宮
崎
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
は
錦
繍
の
十

一
月

二
日
、
地
元
高
千
穂
町
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
宮
崎
支

部
の
主
催
、
高
千
穂
町
観
光
協
会
、
田
原

地
区
村
お
こ
し
推
進
協
議
会
、
高
千
穂
山

の
会
の
後
援
で
開
催
さ
れ
た
。
今
年
で
十

二
回
の
歴
史
を
刻
む
式
典
は
、
五
ヶ
所
小

学
校
児
童
に
よ
る
点
鐘
に
始
ま
る
。
ウ
エ

ス
ト
ン
師
を
偲
び
、
山
岳
遭
難
者
を
悼
み
、

登
山
者
の
安
全
を
祈
る
黙
蒔
を
捧
げ
た
後
、

献
花
、
町
長
の
歓
迎
の
挨
拶
と
続
い
た
。

Ｊ
Ａ
Ｃ
宮
崎
支
部
長
は
、
ウ
エ
ス
ト
ン

師
祖
母
登
山
百
周
年
と
高
千
穂
町
七
十
周

年
の
第
六
回
宮
崎
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
の
思
い

出
や
、
ウ
エ
ス
ト
ン
師
が
南
ア
ル
プ
ス
鳳

凰
三
山

ｏ
地
蔵
岳
の
岩
峰
登
山
の
エ
ピ
ソ

ー
ド
を
語
り
、
二
十

一
世
紀
に
羽
ば
た
く

少
年
た
ち
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
精
神
を
訴
え
た
。

ま
た
、
支
部
員

（自
然
保
護
委
員
）
に
よ

る

「祖
母
山
と
そ
の
周
辺
に
生
息
す
る
野

鳥
」
の
ミ
ニ
講
話
、
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
の

歌
合
唱
で
式
典
を
終
え
た
。

ウ
エ
ス
ト
ン
師
が
明
治
二
十
二
年
十

一

月
六
日
に
た
ど
っ
た
コ
ー
ス
を
、
先
発
者

を
含
め
た
三
百
五
十
人
に
続
き
、
会
員
十

八
人
は
最
後
尾
か
ら
登
山
を
開
始
し
た
。

当
日
の
行
程
は
、
北
谷
登
山
口
発
十

一

時
十
五
分
、
国
観
峠
十
三
時
二
十
分
～
昼

食
三
十
分
、
祖
母
山
頂
十
四
時
五
分
～
休

憩
四
十
分
、
風
穴
十
五
時
四
十
分
、
北
谷

登
山
口
着
十
六
時
三
十
分
。
好
天
に
恵
ま

れ
た
登
山
と
な
っ
た
。

■
ク
マ
（親
父
）
が
棲
息
し
た
静
寂
な
山

Ｊ
Ａ
Ｃ
宮
崎
支
部
で
は
、
十

一
月
の
定

例
山
行
を
二
日
、
三
日
と
し

「
ウ
エ
ス
ト

ン
祭
前
日
登
山
」
を
計
画
。
宮
崎
を
二
日

七
時
に
出
発
。
二
台
の
四
駆
に
十
人
が
分

乗
し
て
国
道

一
〇
、
二

一
八
号
を
北
上
、

四
時
間
の
走
行
で
高
千
穂
町
上
野
の
親
父

山

（
一
六
四
四
メ
ー
ト
ル
）
の
登
山
口
に

到
着
。
十

一
時
登
山
開
始
。

親
父
山
は
、
祖
母
傾
連
山
の
障
子
岳
か

ら
西
に
伸
び
る
尾
根
筋
に
位
置
す
る
地
味

な
山
で
あ
る
。
地
質
は
、
第
二
紀
中
新
生

に
噴
出
し
た
祖
母
火
山
岩
で
、
安
山
岩
、

石
英
安
山
岩
質
の
溶
岩
か
ら
な
っ
て
い
る
。

山
名
は
、
か
つ
て
熊
が
棲
息
し
て
い
た
こ

と
か
ら
の
由
来
。

登
山
口
は
紅
葉
に
染
ま
り
、
谷
川
を
渡

る
と
モ
ミ
、
ト
ガ
、
ブ
ナ
、
ミ
ズ
ナ
ラ
、

カ
エ
デ
類
な
ど
の
混
交
樹
林
帯
に
入
り

一

挙
に
急
登
と
な
る
。
全
員
が
心
肺
機
能
を

高
め
な
が
ら
高
度
を
上
げ
る
。
大
汗
を
か

き
な
が
ら
二
十
分
で
稜
線
に
た
ど
り
着
く
。

そ
こ
は
、
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
の
大
木
が
林
立
し
、

苦
を
い
っ
ぱ
い
に
つ
け
て
、
来
る
春
を
待

つ
風
景
に
出
合
う
。　
一
時
間
二
十
分
で
山

頂
着
。
缶
ビ
ー
ル
で
乾
杯
。

山
頂

一
帯
は
、
祖
母
傾
国
定
公
園
特
別

地
域
に
指
定
さ
れ
、
ま
た
山
麓

一
帯
は
祖

母
傾
県
立
公
園
に
指
定
さ
れ
て
い
る
深
山

で
あ
る
。
親
父
山
か
ら
黒
岳

（
一
五
七
八

メ
ー
ト
ル
）
を
経
由
し
て
三
尖

（み
つ
と

ぎ
り
）
の
縦
走
コ
ー
ス
を
と
る
。
約
二

ｏ

五
メ
ー
ト
ル
の
ス
ズ
タ
ケ
の
ブ
ッ
シ
ュ
が

始
ま
る
。
ブ
ナ
の
大
木
が
林
立
し
て
落
葉

後
の
裸
枝
を
空
に
突
き
出
し
、
尾
根
筋
を

流
れ
る
霧
雨
と
濡
れ
た
黒
ず
ん
だ
木
肌
と

の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
は
幻
想
的
で
さ
え
あ
る
。

突
然
、
空
間
が
現
れ
る
と
そ
こ
に
黒
岳

の
巨
岩
が
立
ち
は
だ
か
る
。
周
辺
に
は
イ

ワ
カ
ガ
ミ
が
群
生
し
、
山
頂
に
立

つ
と
霧

が
晴
れ
て
展
望
が
開
け
、
雨
後
の
ブ
ッ
シ

ュ
の
苦
労
は
吹
き
飛
ぶ
。
再
び
ブ
ッ
シ
ュ

の
連
続
で
三
尖
の
山
頂
。
こ
こ
か
ら
国
有

ウエストン碑の前で五ケ所小学校児童と記念撮影
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林
の
林
班
界
の
伐
採
さ
れ
た
コ
ー
ス
を
た

ど
り
、
親
父
山
か
ら
三
時
間
十
五
分
を
消

費
し
て
、
錦
繍
輝
く
登
山
口
に
十
六
時
十

五
分
着
。

十
八
時
か
ら
、
五
ヶ
所
高
原
の
農
産
物

集
荷
場
で
開
催
の
ウ
エ
ス
ト
ン
前
夜
祭
に

参
加
。
田
原
地
区
あ
げ
て
の
熱

っ
ぽ
い
歓

迎
を
受
け
た
。
神
事
に
引
き
続
き
、
小
中

学
生
な
ど
に
よ
る
伝
承
の
高
千
穂
神
楽
が

奉
納
さ
れ
る
。
特
大
の
キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ

ヤ
ー
の
炎
に
照
ら
さ
れ
て
、
カ
ッ
ポ
酒
を

酌
み
交
わ
す
。
二
十

一
時
か
ら
五
ヶ
所
公

民
館
に
場
所
を
移
し
て
東
京
、
福
岡
、
熊

本
、
大
分
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
と
の
交
流
会
に

晩
秋
の
夜
を
楽
し
ん
だ
。
（井
野
元
　
繁
）

扁
目
目
Ⅲ■

第
二
十
三
回
山
岳
請
演
会
と

員
月
山
懇
親
登
山

十

一
月
二
十
二
日
、
岐
阜
メ
モ
リ
ア
ル

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
常
任
評
議
員
神
崎

忠
男
会
員
を
講
師
に
招
い
て

「第

一
・
第

二
の
極
地
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
開
催

し
た
。

会
場
へ
は
、
会
員
、
会
友
及
び

一
般
の

方
々
も
交
え
て
、
百
名
余
の
聴
講
者
が
あ

り
、
盛
会
で
あ
っ
た
。

七
十
年
、
八
十
年
、
八
十
八
年
と
過
去

三
回
に
わ
た
り
、
日
本
山
岳
会
か
ら
エ
ベ

レ
ス
ト
ヘ
登
山
隊
員
と
し
て
参
加
し
た
話

や
九
十
五
年
に
は
日
本
大
学
エ
ベ
レ
ス
ト

登
山
隊
長
と
し
て
、
見
事
世
界
で
初
め
て

北
東
稜
ル
ー
ト
か
ら
制
覇
し
た
話
、
そ
し

て
、
南
極
、
北
極
で
の
探
検
の
様
子
な
ど
、

ス
ラ
イ
ド
を
用
い
て
約

一
時
間
三
十
分
に

わ
た
り
話
し
て
い
た
だ
い
た
。

翌
二
十
三
日
は

「森
に
学
び
、
森
と
暮

ら
す
村
」
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
岐
阜
県

春
日
村
の
長
者
の
里
か
ら
、
貝
月
山

（
一

二
三
四
メ
ー
ト
ル
）
へ
神
崎
講
師
と
会
員

二
十
六
名
が
参
加
し
、
懇
親
登
山
を
行

っ

た
。
参
加
者
か
ら
は

「
こ
う
し
て
本
部
会

員
の
方
と
気
さ
く
に
語
り
合
い
な
が
ら
登

山
が
楽
し
め
た
こ
と
は
、
講
演
会
と
同
様

に
意
義
が
あ
っ
た
」
と
、
喜
び
の
声
が
上

が
っ
て
い
た
。
　
　
　
　
　
（清
水
芳
彦
）

著 者 書   名

図書室受入報告 (1996年 11月 )

ページ・大きさ 出版元 出版年 寄贈/購入

西尾寿一     層峰春秋 (発行所 :京都山の会出版局)         217pp/19cm
横山宏      横山宏のネイチャーフォト講座 :撮影の基礎・作画の技術・他 11lpp/26cm

浅田英夫      星空フィール ド日記(MY DATA図鑑)         239pp/19cm
沢野ひとし    てっぺんで月を見る :山 の劇場             259pp/20cm
久保孝一郎    山と人と                       158pp/21cm
薬師義美・雁部貞夫(編)ヒ マラヤ名峰事典                   648pp/27cm
工藤隆雄     富士を見る山歩き(Shotor Travel)          159pp/22cm
声生の自然を守り生かす会 関西の秘境・芦生の森から               126pp/22cm
山学同志会 (編) ザイルを結ぶ男たち :山学同志会40周 年記念誌      307pp/21cm
小谷部全一郎    ジャパニーズ 0ロ ビンソン・クルーソー         249pp/20cm
Jenichiro Oyabe  A Japanese Robinson Crusoe(復 刻版)        219pp/19cm
JaimLeS Ballard   One and TW・ O HalVeS tO K2

:The Journey of Alison Hargreaves'FaΠ lily to K2 208pp/25cln

Lorna Siggins    Everest Calling:Ascent of the I〕 ark Side          191pp/26cm

Greg Child(ed。 ) ClimLbing:The CO]mplete Reference            264pp/29clm

Gary Arce    Defying Gravity:High Adventure on Yosemite's Walls  194pp/28cm

David M.Sharman Climbs Of the Cordillera Blanca of Peru        124pp/21cm

Jo McEachern et al.Prospects for Tourism in Manaslu:A Reconnaissance Survey    121pp/24clm

Toni Hagen,P.Pierce(tr。 )Building Bridges to the Third World

:Memories of Nepa1 1950-1992                  386pp/25cm

ナカニシヤ出版

山と漢谷社

山と漢谷社

山と漢谷社

久保孝一郎 (私家版)

平凡社

小学館

かもがわ出版

山学同志会

皆美社

一寸社

1996

1996

1996

1989

1995

1996

1996

1996

1996

1991

1991

出版社寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

著者寄贈

関塚貞亨氏寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

編者寄贈

発行者寄贈

洲寄幸久氏寄贈

洲寄幸久氏寄贈

BBC Books 1996

Mainstream Pub. 1994

Facts on File 1995

Wilderness Press 1996

Whizzo Climbs 1995

IUCN Nepal 1995

入

入

入

入

入

購

購

購

購

購

吉永英明氏寄贈

(15)

Book Faith lndia1994  吉永英明氏寄贈
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INFORMATION◆
医
療
講
演
会

医
療
委
員
会

冬
山
登
山
さ
れ
る
方
に
、
覚
え
て
い
た

だ
き
た
い
凍
傷
の
治
療
に
つ
い
て
で
す
。

日
時
　
二
月
六
日
肉
　
十
八
時
三
十
分
～

場
所
　
日
本
山
岳
会
ル
ー
ム

講
師
　
長
尾
悌
夫
会
員

演
題

「凍
傷
治
療
の
あ
れ
こ
れ
」

◆
第
二
十
五
回
山
岳
史
懇
談
会図

書
委
員
会

日
時
　
二
月
二
十

一
日
０
　
十
八
時
三
十

分
～

場
所
　
日
本
山
岳
会
ル
ー
ム

講
師
　
井
上
　
晃

（富
山
在
住
）
会
員

演
題

「立
山

ｏ
創
岳
」

◆
第
六
十
九
回
山
の
自
然
学
講
座

自
然
保
護
委
員
会

日
時
　
二
月
十
五
日
０
　
十
三
～
十
七
時

場
所
　
カ
ン
ダ
パ
ン
セ

（Ｊ
Ｒ
水
道
橋
駅

西
口
下
車
　
正
面
の
道
を
南
に
三

〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
三
崎
町
二
丁
目

の
信
号
を
右
折
し
て
す
ぐ
左
）

演
題
と
講
師

「高
山
蝶
の
面
白
さ
と
蝶
か
ら
見
た

高
山
」
講
師

・
池
田
明
彦

「ネ
パ
ー
ル
で
の
石
楠
花
調
査
と
植

林
の
報
告
」
講
師

・
大
森
弘

一
郎

参
加
費
　
二
千
円

（学
生
五
百
円
）

申
込
　
当
日
で
可

問
合
せ
′
自
然
保
護
委
員
会

ｏ
熊
野
将

Ⅲ

ｏ
Ｏ
三
―
三
八
二
〇
―
〇
二
五
七

◆
冬
山
登
山
研
修
会

指
導
委
員
会

い
ず
れ
も
プ
ロ
の
山
岳
ガ
イ
ド
が
講
師

を
担
当
す
る
質
の
高
い
研
修
会
で
す
。
冬

山
の
本
格
的
な
登
山
技
術
、
山
岳
ス
キ
ー

を
学
ぶ
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
た
だ
し
、

懇
親
を
目
的
と
し
た
団
体
ツ
ア
ー
登
山
で

は
な
い
こ
と
を
く
れ
ぐ
れ
も
ご
理
解
の
上
、

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
詳
細
案
内
の
希
望
者
は
氏
名
、
会
員
番

号
、
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
の
上
ハ
ガ

キ
ま
た
は
肛
で
日
本
山
岳
会
指
導
委
員
会

宛
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
ア
イ
ス
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
研
修
会

会
報
十
二
月
号
に
案
内
を
掲
載
。

②
冬
山
登
山
研
修
会

対
象
　
積
雪
期
登
山
初
級
者

・
中
級
者

内
容
　
総
合
的
な
冬
山
登
山
技
術
の
研
修
。

山
岳
ス
キ
ー
は
行
い
ま
せ
ん
。

日
時
　
二
月
二
十
二
日
田
～
二
十
三
日
同

山
域
　
中
央
ア
ル
プ
ス
・
木
曽
駒
ヶ
岳

宿
泊
　
山
小
屋
泊

参
加
費
　
一
万
五
千
円

（予
定
）

③
初

・
中
級
者
対
象
山
岳
ス
キ
ー
研
修
会

対
象
　
ス
キ
ー
登
山
初
級
者

・
中
級
者

内
容
　
実
戦
的
か
つ
総
合
的
な
ス
キ
ー
登

山
技
術
の
研
修

日
時
　
二
月
二
十

一
日
０
～
二
十
三
日
同

山
域
　
中
央
ア
ル
プ
ス
ｏ
御
嶽

宿
泊
　
旅
館
泊

参
加
費
　
三
万
円

（予
定
）

④
中

・
上
級
者
対
象
山
岳
ス
キ
ー
研
修
会

対
象
　
ス
キ
ー
登
山
中
級
者

ｏ
上
級
者

内
容
　
更
な
る
向
上
を
目
指
し
て
の
実
戦

的
か
つ
総
合
的
な
ス
キ
ー
登
山
技

術
の
研
修

日
時
　
四
月
十
二
日
田
～
十
四
日
口

山
域
　
谷
川
岳
周
辺

（万
太
郎
谷

ｏ
茂
倉

沢

ｏ
芝
倉
沢
な
ど
）

宿
泊
　
山
小
屋
及
び
旅
館

参
加
費
　
三
万
円

（予
定
）

＊
申
込
書
は
詳
細
案
内
に
添
付
。

＊
参
加
者
は
遭
難
救
助
費
用
が
ま
か
な
わ

れ
る
傷
害
保
険

・
共
済
な
ど
に
各
自
で

必
ず
加
入
し
て
お
く
こ
と
。

＊
問
合
せ
　
熊
崎
和
宏

（指
導
委
員
会
担

当
理
事
）
肌

。
〇
四
三
二
―
三
七
―
四

六
八
二

◆
山
岳
映
画
ラ
イ
ブ
ト
ー
ク

ー
山
岳
映
画
よ
も
や
ま
話
―

フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ
委
員
会

山
の
映
画
は
記
録
で
あ
り
、
作
品
で
あ

り
、
ま
た
時
代
を
証
明
す
る
貴
重
な
資
料

で
す
。
プ
ロ
と
し
て
活
躍
し
制
作
に
関
わ

っ
て
き
た
二
人
の
委
員
に
、
山
岳
映
画
撮

影
の
よ
も
や
ま
話
を
聞
く
会
を
催
し
ま
す
。

ま
た
山
の
映
画
を
観
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら

山
で
ビ
デ
オ
を
撮
る
人
た
ち
へ
、
プ
ロ
の

撮
影
技
術
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
披
露
し
ま
す
。

日
時
　
二
月
四
日
閉
　
十
九
時
～

場
所
　
日
本
山
岳
会
ル
ー
ム

上
映
作
品

「交
響
詩

ｏ
立
山
」
ビ
デ
オ
版

講
師
　
羽
田
栄
治
　
森
宏
子
　
近
藤
隆
治

会
費
　
五
百
円

（茶
菓
代
）

◆
第
五
回
山
好
き
の
山
の
絵
展

ア
ル
バ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

日
時
　
二
月
二
十
三
日
同
～
二
月

一
日
０

十

一
～
十
九
時

（初
日
は
十
三
時

よ
り
、
最
終
日
は
十
七
時
ま
で
）

場
所
　
交
通
会
館
三
階
画
廊

（Ｊ
Ｒ
有
楽

町
駅
前
）
肌

・
〇
三
―
三
二

一
五

―
七
九
六
二

(17)

∃―ロッ11フルプスでの新鮮な歓び、それは地元に詳し
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目

団

十

一
月
理
事
会

日
時
　
十

一
月
十
四
日
因
　
十
八
時
三
十

五
分
～
二
十
時

場
所
　
日
本
山
岳
会
会
議
室

［出
席
者
］
村
木
会
長
、
中
村
、
宮
下
各

副
会
長
、
大
屋
、
中
川
、
大
谷
、
松
浦
、

伊
藤
、
水
野
、
南
井
、
堀
井
、
渡
邊
、
溝

回
、
山
本
、
熊
崎
各
理
事
、
川
崎
、
石
橋

各
監
事
、
小
倉
、
大
倉
、
村
井
、
大
森
各

常
任
評
議
員

［委
任
］
斎
藤
副
会
長

（京
都
大
学
日
中

友
好
梅
里
雪
山
峰
合
同
学
術
登
山
隊

一
九

九
六
総
隊
長
行
動
中
）、吉
永
、
田
邊
、
大

蔵
各
理
事
、
神
崎
、
重
廣
各
常
任
評
議
員

【審
議
事
項
】

０
　
写
真
借
用
願
の
件
　
　
　
　
　
大
屋

Ｗ

・
ウ
エ
ス
ト
ン
夫
妻
、
上
条
嘉
門
次
、

松
本
清
蔵

一
行
の
写
真

一
点

『サ
ラ
イ
二

三
号
　
ブ
ツ
ク
レ
ビ

ュ
ー
』
掲
載
の
た
め
、

小
学
館
サ
ラ
イ
編
集
部
よ
り
借
用
願
が
出

さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

口
　
写
真
転
載
許
可
願
の
件
　
　
　
大
屋

広
報
誌

「仙
台
市
政
だ
よ
り
」
十
二
月

一
日
号
に
仙
台
市
に
関
わ
り
の
あ
る
人
物

紹
介
シ
リ
ー
ズ
で
、
槙
有
恒
氏
を
取
り
上

げ
る
。
参
考
資
料
と
し
て

『山
岳
』
第
八

四
年
掲
載
写
真
の
転
載
許
可
願
が
仙
台
市

総
務
局

。
平
井
広
報
課
長
よ
り
出
さ
れ
た

（執
筆
者
は
日
本
山
岳
会
宮
城
支
部
長

ｏ

柴
崎
徹
氏
）。　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

国
　
資
料
撮
影
許
可
願
の
件
　
　
　
大
屋

雑
誌

『グ

ッ
テ
ィ
』
に
、
本
会
所
蔵
資

料

（
マ
ナ
ス
ル
写
真
集
＝
毎
日
新
聞
社
刊
、

山
と
漢
谷
の

一
部
な
ど
。
誌
上
発
表
に
際

し
て
は
別
途
発
行
元
よ
り
掲
載
許
可
を
受

け
る
と
の
但
し
書
き
付
）
の
撮
影
許
可
願

が
帥
ベ
ネ
ッ
セ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
グ
ッ

テ
ィ
駒
崎
編
集
長
よ
り
出
さ
れ
た
。
承
認

四
　
論
文
転
載
願
の
件
　
　
　
　
　
大
屋

日
山
協
本
年
度
事
業

「
日
体
協
公
認
コ

ー
チ
」養
成
の
た
め
、
専
門
科
目
用
に
「
一

九
九
六
年
度
競
技
力
向
上
指
導
者
専
門
科

目
教
本
」
作
成
に
あ
た
り
、
本
会
の
論
文

『中
央
ア
ル
プ
ス
と
山
岳
雪
崩
』会
報
「山
」

六

一
一
号
掲
載
、
『屋
久
島
の
世
界
自
然

遺
産
登
録
と
環
境
保
全
』
「山
岳
」
第
九

〇
年
掲
載
の
二
論
文
転
載
許
可
願
が
、
日

山
協
会
長
名
で
出
さ
れ
た
。

（各
論
文
執
筆
者
に
通
知
の
上
）
承
認

口
　
委
員
会
委
員
追
加
承
認
の
件
　
南
井

百
年
史
編
纂
委
員
会
委
員
に
南
川
金

一

会
員
を
委
嘱
す
る
。
　
　
　
　
　
　
承
認

因
　
ル
ー
ム

ｏ
事
務
局
の
年
末
年
始
休
み

の
件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
屋

十
二
月
二
十
九
日
同
～

一
月
五
日
国
と

す
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

【報
告
事
項
】

●

一
九
九
六
年
度
年
次
晩
餐
会
　
　
大
屋

ｏ
計
上
予
算
約
千
百
万
円
だ
が
、
マ
ナ
ス

ル
四
十
周
年
記
念
行
事
を
含
む
の
で
、
会

場
費
な
ど
財
務
担
当
と
検
討
の
上
で

一
般

会
計
か
ら
の
支
出
を
見
込
む
。

ｏ
招
待
者
は
、
当
時
の
登
山
隊
関
係
者
と

毎
日
新
聞
社
関
係
な
ど
。

ｏ
マ
ナ
ス
ル
四
十
周
年
記
念
行
事
参
加

一

般
客
は
、
新
聞
紙
上
広
報
の
上

ハ
ガ
キ
で

申
込
と
す
る
。

・
支
部
長
会
議
は
、
会
長
、
副
会
長
、
常

務
理
事
、
常
任
評
議
員
、
Ｋ
２
登
山
隊
よ

り
代
表

一
名
の
出
席
で
対
応
す
る
。

●
山
岳
団
体
傷
害
保
険
の
現
況
　
　
中
川

・
現
在
、
加
入
者
は
四
百
六
十
余
名
で
あ

り
、
努
力
し
て
第

一
目
標
の
五
百
名
を
目

指
す
。
各
位
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

【委
員
〈
〓錦
い生
昌

●
総
務
委
員
会

・
中
川

・
十
月
二
十
六
日
の
ル
ー
ム
に
お
け
る
オ

リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
新
入
会
員
二
十
六

名
参
加
。

ｏ
十
二
月
七
日

①
支
部
長
会
議
　
高
輪
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル

紅
玉
の
間
　
十
時
三
十
分
～

②
マ
ナ
ス
ル
四
十
周
年
記
念
講
演
会

ｏ
展

示
会
　
地
下

一
階
プ
リ
ン
ス
ル
ー
ム
　
十

三
時

③
年
次
晩
餐
会
　
十
六
時
受
付
開
始

④
海
外
登
山
報
告
　
十
六
時
三
十
分
　
慶

雲
の
間

⑤
委
員
会

・
同
好
会
作
品
展
　
十
六
時

慶
雲
の
間

●
図
書
委
員
会

・
南
井

①
第
二
十
八
回
山
岳
図
書
を
語
る
夕
べ

十

一
月
二
十

一
日
困
十
八
時
三
十
分
～

集
会
室

(18)

『山
岳
』
第
九
十
年

「女
性
懇
議
会
を
ふ
り
返
っ
て
」

の
記
事
に
つ
い
て

一
部
訂
正

昨
年
度
発
行
の

「山
岳
」
の
標
題

の
記
事
中
、
事
実
と
異
な
る
点
が
あ

り
ま
し
た
の
で
、
本
欄
を
お
借
り
し

訂
正
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

「女
性
懇
談
会
と
日
印
合
同
登
山
」

の
項
の
中
で
、伏
見
紀
子
さ
ん
が
「印

パ
戦
争
が
終
わ
っ
て
、
ま
た
イ
ン
ド

か
ら
合
同
登
山
を
し
ま
せ
ん
か
と

言
っ
て
き
た
。
そ
の
こ
ろ
宮
崎
英
子

（現

・
久
野
）
さ
ん
が
自
分
た
ち
の
会

で
イ
ン
ド
を
目
指
し
て
い
た
け
れ
ど
、

許
可
が
も
ら
え
な
い
で
山
岳
会
に

入
っ
て
き
た
ん
で
す
。
（以
下
省
略
）
」

と
お
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
私
た
ち
は
登
山
申
請
を

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
し
、
こ
れ

が
私
の
日
本
山
岳
会
入
会
の
動
機
で

も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
伏
見
さ
ん
の

ご
了
解
を
得
て
、
こ
の
部
分
を
削
除

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。（久

野
英
子
）
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テ
ー
マ

「月
刊
誌

『
ア
ル
プ
』
三
百
号
の

軌
跡
」

講
師

・
三
宅
修
氏

②
第
二
十
五
回
山
岳
史
懇
談
会

一
九
九
七
年
二
月
二
十

一
日
０
十
八
時
三

十
分
　
集
会
室

テ
ー
マ

「立
山
、
創
岳
」

講
師

・
井
上
晃
会
員

（富
山
在
住
）

●
集
会
委
員
会

・
中
川

①
き
の
こ
山
行
　
十
月
十
九
日
田
～
二
十

日
同
約
六
十
名
参
加
　
山
形
県
摩
耶
山

②
き
の
こ
山
行
写
真
交
換
会
　
十

一
月
十

五
日
０
十
九
時
　
集
会
室

③
年
次
晩
餐
会
後
の
懇
親
山
行
　
十
二
月

八
日
同
　
奥
多
摩
日
の
出
山

④
八
方
尾
根
ス
キ
ー
懇
親
会
　
一
九
九
七

年

一
月
十
日
０
～
十
二
日
同
　
国
民
宿
舎

宿
泊

●
医
療
委
員
会

ｏ
堀
井

①
十
月
二
十
三
日
　
　
東
京

「
ホ
テ
ル
八

重
洲
龍
名
館
」
に
お
い
て
医
療
委
員
会
を

開
催
。
併
せ
て

「
日
中
友
好
梅
里
雪
山
峰

合
同
学
術
登
山
隊

一
九
九
六
」
に
出
発
予

定
の
斎
藤
惇
生
隊
長
お
よ
び
松
林
公
蔵
総

括
隊
長
の
壮
行
会
を
行

っ
た
。

②
九
月
二
十
四
～
二
十
七
日
、
ペ
ル
ー
の

ク
ス
コ
で
開
催
さ
れ
た

「第
二
回
世
界
高

所
医
学

ｏ
生
理
学
会
議
」
（中
島
、
増
山
、

堀
井
の
各
委
員
が
出
席
）
に
つ
い
て
増
山

委
員
よ
り
報
告
。
な
お
、
次
回

（
一
九
九

八
年
五
月
）
は
日
本
の
松
本
市
で
開
催
予

定
で
あ
り
、
日
本
山
岳
会
も
後
援
。

③
医
療
委
員
会
主
催
講
演
会
　
一
九
九
七

年
二
月
六
日
困
十
八
時
三
十
分
　
集
会
室

テ
ー
マ

「凍
傷
治
療
の
あ
れ
こ
れ
」

講
師

・
長
尾
悌
夫
会
員

●
図
書
管
理
委
員
会

ｏ
水
野

ｏ
図
書
頒
布
目
録
を

「山
」
十
二
月
号
に

掲
載
す
る
が
、
山
研
に
も
備
品
と
し
て
書

架
を
置
く
こ
と
を
考
慮
し
て
い
る
。

●
指
導
委
員
会

ｏ
熊
崎

全
国
大
学
山
岳
部
監
督
会
議
を
十

一
月

二
十
日
日
、
神
戸
学
生
青
年
セ
ン
タ
ー
で

開
催
。
全
国
三
百
大
学
、
開
催
地
の
選
定

が
難
し
く
、
若
人
対
策
と
し
て
の
委
員
会

行
事
と
し
て
は
限
り
が
あ
る
。
今
後
は
本

会
行
事
へ
の
格
上
げ
を
検
討
し
て
ほ
し
い
。

●
海
外
委
員
会

・
村
井

長
野
県
山
岳
協
会
の
招
待
で
十

一
月
二

十
三
～
三
十
日
、
中
国
登
山
協
会
訪
日
団

が
来
日
。
十

一
月
二
十
九
日
十
九
時
よ
り

新
宿
中
村
屋
に
お
い
て
、
登
山
で
お
世
話

に
な
っ
た
人
々
で
歓
迎
夕
食
会
を
開
催
す

る
。
今
回
の
招
集
方
法
に
は
問
題
が
あ
り
、

今
後
は
検
討
し
て
ル
ー
ル
化
し
た
い
。

四
■
四
回
目

１１

月

１

日

５

日

６

日

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

総
務
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ

ッ
チ
ク
ラ
ブ

青
年
部
　
山
の
自
然
学
研
究
会

11１２

日

１３

日

１４

日

１８

日

１９

日

２０

日

２１

日

２５

日

２６

日

２７

日

３０

日
■
会
員
異
動

物
故

山
本
　
元

（二
五
五
三
）
８

ｏ
６

ｏ
２８

加
藤
　
榮

（五
六
九
五
）
８

ｏ
７

ｏ
ｌ４

横
森
見
伊

（
一
一
二

一
一
）
８

ｏ
９

ｏ
４

広
沢
毅

一
（九
六
五
六
）
８

ｏ
ｌＯ

ｏ
３

加
藤
英
生

（七
二
六
〇
）
８

ｏ
ｌＯ

ｏ
ｌ９

大
久
保
五
郎

（九
二
〇
二
）
８

ｏ
ｌＯ

ｏ
２９

小
田
和
友
蔵

（三
二
六
二
）
８

ｏ
ｌｌ

ｏ
ｌ５

山
田
和
雄

（四
〇

一
八
）
８

ｏ
ｌｌ

ｏ
２２

退
会

青
田
　
浩

（
一
一
一
六
〇
）
８
・
１ｌ

ｏ
３０

退
会
取
り
消
し

池
戸
誠
二
郎

（七
五
六
〇
）

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

自
然
保
護
委
員
会
　
二
火
会
　
ア

ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

常
務
理
事
会
　
山
岳
編
集
委
員
会

ジ
ャ
ッ
ク
９３
会
　
９５
同
期
会

理
事
会
　
集
会
委
員
会
　
学
生
部

総
務
委
員
会
　
資
料
委
員
会

百
年
史
委
員
会
　
フ
ィ
ル
ム
ビ
デ

オ
委
員
会

三
水
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ

図
書
委
員
会
　
学
生
部

総
務
委
員
会
　
指
導
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会
　
科
学
委
員
会

集
会
委
員
会
　
山
げ
ら
の
会

自
然
保
護
委
員
会１１

月
来
室
者
脳
名

■
訂
正
　
十
二
月
号

（六

一
九
号
）

一
八

ペ
ー
ジ
四
段
の
独
木
書
房
は
独
木
、
同
二

二
ペ
ー
ジ

一
段
岡
島
茂
行
会
員
は
成
行
会

員
の
誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い

た
し
ま
す
。

〓
編
集
後
記
〓

会
報

「山
」

一
月
号
を
お
届
け
し
、
遅

れ
ば
せ
な
が
ら
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上

げ
ま
す
。
会
報
は
会
員
の
皆
さ
ま
方
の
ご

協
力
に
よ
り
ま
し
て
、
と
ど
こ
お
り
な
く

発
行
し
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

一
月
号
は
例
年
ど
お
り
「年
次
晩
餐
会
」

の
記
事
が
ト
ッ
プ
を
飾
り
ま
し
た
が
、
出

席
さ
れ
な
い
会
員
の
皆
さ
ま
方
に
会
場
の

雰
囲
気
を
お
伝
え
し
よ
う
と
、
写
真
を
で

き
る
だ
け
多
く
載
せ
ま
し
た
。

な
お
、
「報
告
」
と

「支
部
だ
よ
り
」

の
原
稿
が
多
く
、
こ
れ
を
優
先
し
ま
し
た

の
で

「東
西
南
北
」
「図
書
紹
介
」
は
次

号
に
回
し
ま
し
た
。
ご
了
承
を
お
願
い
い

た
し
ま
す
。
　

（会
報
編
集
委
員
会

一
同
）

(19)
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